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.母
然
的
籍
的
瓒
證
經
黧
的
考
察' 

I

號 

一

自
然
的
地
理
的
環
境
の
經
濟
學
的
考
察

#
占
し
て
社
會
的
鸫
濟
的
發
達.の
要
因
又
は
.條
伸̂
し
て
の
自
然̂

つ

い

て

.

伊

藤

秀

一

I 

,

G
u
s
t
a
v

 

S
d
l
l
e
r

は
其
の
大
著「

國
民
經
濟
學
原
理」

第
一
卷
劈
頭
；̂
於
て
國
民
經
濟
の
外
的
自
然
に
對
す
る 

倚

繫

關

係

を

論

じ

次

の

如

く

言

說

し

て

居

る

。

ミ

「

人
間
”人
間
社
會
及
び
國
民&
濟
は
舰
球
の
表
面
^
營
ま
る
乂
有
機
的
生
活
の
一
部
分
で
あ
る
。

一
切
の
國
民
« 

濟
現
象
が
大
な
る
自
然
行
程
办}
部
守
る
こ
ビ
は
、
政
治
的
生
瀋
及
び
糖
神
的
法
锿̂
此
し
.て
遙
が
^
明
確
で
あ
0 

で
疑
a
の

餘

地

を

存

し

な

：い
。

©
く

て

自

然

の'法

則

が_
民
.經
.濟

現

象̂

变

酿

す

る

の

，
は

恰
.̂

之
’が
物
-理
的
$
^
^

人
カ
0
パ
紙
何
と’も
す
可
ら
ざ
る
所
で
あ
る0
故
に
國
民
經
濟
上 

.自
然
の
大
な
.，る
■秩
序
か
ら
^
出
し
樽
る
範
圍
は
毫̂5

存
じ
な
，い
の
で
あ
る
。
而
も
猶
、
、
次
、

自
然
と
文
匕
、
自
法 

還

民

生

活

、
自
然
.ぱ
國
域
經
濟
I

各

‘
々

對

立

ぜ

し

め

、
：
又

彼

&
#:
及
_

が
直
接
保
持
者
芒
し
で
又
.诉
有
者
と 

し
て
支
配
し
且
？

の
技
術
に
依
ク
て
變
形
し
た
る
所0:
も
の
を
、
外
界
0
然
.の
他
の
ー
：
切

の

：も

の

、

夫

等

の

力

及 

び
影
響
き
k
對
立
せ
し
め
气
自
然
は
被̂

A
つ
で
は
，
外
部
の
、
®
火
^
る
，
制
■
し

參

る

形

成(

|

淨) 

で
あ
'る

々

そ

は

地

球

及

び

氣

候

> 
土
»
及
び
山
嶽
、
空
氣
及
び
水
、
植
物
及
び
動
物$
し
て
彼
妃
_
阬
す
る
9
自
然

は
人
間
^
ど
つ
て
は
.！
の
外
部
の
力
で'あ
つ
て
、
勿
論
或
場
合
妃
於
て
は
'彼
を
迤
步
せ
し
む
る
け
れ
ざ.も
、
而
も
亦 

之
を
阻
辔
し
勸
滅
せ
し
め
ざ
れ
は
北
ま
な
い
。
人
間
は
此
の

'力
i
带
鬪
し
、
此
の
力
は
人
を
支
配
し
"
又
人
は
此
の 

カ
.を
支
.配
せ
ん
？
欲
す
る0
.負
然
の
征
服
の
如
何̂'
依
つ
て
入
は
：貧
窮
と
な
ク
又
：は
富
格
と
な
る
。
技
術
に
ょ
る
自 

然
の
.形
成
及
び
®
形
が
仰
ち«

«
的
，活
»
の
内
容
を
形
作
る
も
の
で
あ
，る
。
樣
々
な
る

§

の
力
，、
樣
々
な
る
自
ぬ 

の
甯
が
、
或
、は
人
間
を
し
て
蓉
易
^
そ
の
目
的
を
達
せ
し
め
：成
は
泛
を
^
^
な

'6
>し
む
る
：は
：明0
な
_る
事
1
.で
あ
<1
>

-

て
、
¥

$自
然
^
對
す
る
海
.の
_

'0
&
帶
は
或
は
.短
く
し
て
：强
く
、
或
は
長
く
し
て
，彈
カ
性

^S

ん
.で
居
る
0
て 

あ
.る
。
撕
く
て
先
づ*
の
：紐

#

、

，
此

.の
：切
斷
レ
麵
き®]
係
"
.如
ち
地
球W

入
間
气
自
然
茗
國
：

民
*
*

ご
.の
交
：互
作 

.用
が
，饱
題
と
な
名0
て
.
6も
し
€
.
,
o 

..(so。 

)

の
^
め

ほ

0
i
:一
一
徹
の
命
題
を
含
：ん
v

«
る
.。
其】

^
*生
物
0
ー
 
載
*
と
し
て
0
人
類
雄
に
人 

8

S

働
：は
、.

f
然
、

の
；：m

物V
.

あ
々
且
つ
自
然
と
稱
、畫
大
化
し
ぃ
て
無
限
な
る
德
體

0
一
B

R

mぎ
な
，い
か 

ら
し
て
、
人

生

涪

媒

決

し

て

此

：の
大
自
然
の
大

.秧
序
か
&
遨
出
し
#
な
い
i
い
ふ
寧
で
^
る
。
：洵
^
社
會
を

一 

の
組
織
せ
し
て
翁
へ
る
な
ら
ば
.、
:
外
界
め
自
然
特
に

«
々
の
地
球
铽——

I.

切
：の
自
然
力
を
食
め
て_

_

^

對̂ 

す
る
辕
踴V

あ
冬
、
人
類̂

社
會
は
此
の
鑛
携
の
外̂
考
へ
ら
.れ
#
な

い

許

は

：な
ぐ

V
、

人
類
紙
會
の
洤
活̂
 

猶
保
せ
ら
れ
て®
る
：の
は
又
當̂
自
然
が
、
之
が
生
存.を
維
持
す
可&
所
の
環
境
を
形
成
し
：て
居
る
か
ら
で
め
る
。 

此
，の
事
を#
認
す
冬
な
ら
ば
、
或
る
一
定
：：時
成
.る.一

定
の
場
所
に
於
け
る
自
雜
の
狀
^

^

如
何
批
人
類
砥
會
ゆ
上 

的
.の
：馨

を

：與
.ふ
る
か
迄
い
ふ
.事
"
又
人
類
赃.會
の
：全
發
展
：
^
:對
し
て
如
：何
に
太
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も

0 

で
•あ
名
か
さ
い
ふ
事
が
直
ち
代
考
へ
得
ら
れ
る

0v

め
る
。

.

土
地
0

«
§
腾
即
ち
山
脈
、

：

溪
.谷
、"
水
流
0
分

布

.
、

笫

屮

§
 

(

一

：

〇

茧

:?
、
 

f

袖

地

.

境

の

#
濟
m
的

#

擦
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&

然
.

的
地
理
，的
填
，境
の
顧
濟
學
的
考
察

' 

第

七

锶

ニ

〇

土
壤
の
性
質
等
、
氣
候
即
ち
其
：の
寒
暖>
乾
濕
の
度
並
^
風
ヵ
等
、.
觅
に
又
_

地
ど
海
と
の
分
亦
狀
德
並
^
動
植
物 

パ
の■
類
I

M

て
之
等
の
も
の
が
人
顧
の
社
會
生
活
の
上̂
及
.ぼ
す
影
響
は
決
し
て
之
，を
拒
む
‘事
が
出
來
な
い
で
あ 

ら
ぅ
。
'故
^
人

が一

の
組
織
に
就
て
考
察
し
論
議
す
る
埸
合̂
於
て
は
、
必
ず
や
、
之
が
環
境̂
對
す
る
關
係
を
度 

外
視
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
るo
,

然
る
^
他
方
"
人
敁
自
然
ど
文
化
，
自
然
ミ
人
類
社
會
と
を
對
立
せ
し
む
る
。
人
は
强
大
な
る
自
然
の
カ
ぞ
齦
雛 

な
る
圖
爭
を
續
け
て
、
之
を
制
御
し
支
.配
せ
んV

欲
す
る
。
蓋
し
.自
然
を
征
服
し
支
配
す
る
事
の
成
敗
は
社
會
的
進 

步
を
左
右
す
ろ
動
因
と
な
る
も
，の

V

あ
る
C

而
し
て
人
が
技
術
代
依
つ
て
自
然
に
作
用
し
之
を
變
形
す
る
ど
い
ふ
事 

が
、
如
ち
經
濟
的
活
動
の
內
容
'を
形
成
す
る
の
て
あ
る
。
.換
言
せ
ば
、
經
濟
と
は
人
間0欲
望
を
充
足
す
る
れ
め̂ 

物
質
的
竽
段
を
不
斷R
供

給(

使
用
及
び
保
持

)

す

る
*

を
主
眼
ミ
す
る
處»
を
«

«
す
る
も
の
て
あ
る
が
、
此
の 

經
濟
的
目
的
を
達
せ
ん
が
た
め
^
先
づ
行
は
れ
る
の
は
疑
ひ
も
な
く
生
產
の
行
爲
で
あ
る
。
然
る
^
人
は
決
し
て
新 

し
き
物
質
又
は
新
し
き
力
を
創
造
す
る
t
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
生
產
ビ
は
畢
竟
旣
存
物
^
對
し
て
合
自
的
的 

:

に
作
用
し
且
つ
之
を
變
形
ず
る
事
を
章
味
し
，
，而
し
て
之
を
行
ネ

^
當
つ
て
'
人
は
常
た
其
の
働
き
に
ー
定
の
順
序 

を
立
て
0
然
邪
の
因
果
の
法
則
を
運
用
す
る
の
で
あ
ろ
ゝ
之
れ
が
即
ち
技
術
で
め
る
。
技
術
の
發
明
と
之
れ
が
使
.用 

ビ
^
依
つ
て
初
め
て
人
は
自
然
を
怔
服
す
る
、
若
く
は
更
に
嚴
密

^
言
へ
ば
、
自
然
の
法
則
を
彼
の
目
的
に
利
用
し

:

'自
然
を
し
て
人
類
社
會R
適
應
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
此
點
か
ら
社
會
の
進
步
は
常
k
技
術
の
發
達
k
依
存
す
るV」

.

.

.

.

.

.

 

.. 

-

:
.
'
云
ふ
事
が
出
來る
のy

あ
る
。

人
類
秕
會
ミ
動
物
種
馬
で
の
間
の
本«
啲
相
逄
0

I

っ
は
又
實
^
此
點
^

#
す

る
.0
で
ぁ
る
。
動
物
は
其
の
欲
望

充
足
の
手
段
を
天
與0'
•自
然
物
か
ら
嬷
得
し
來
る
に
當
っ
て
專
ら
自
然
の
拘
束

(
N
a
t
u
r
z
w
a
n
g
)

に
服
從
し
て
居
る
" 

彼
等
が
自
然
の
拘
束
に
抵
抗
し
て
進
步
成
長
を
遂
げ
る
だ
め
の
唯

i

の
亊
段
は「

亂
體
的
適
應J
あ
る
.の
み
で
あ
る
。 

「

唯
此
の
手
段
に
侬
っ
て
の
み
、
動
物
は'
そ
の
欲
望
を
充
足
す
る
に
役
立
っ
所
の
有
機
的
世
界

——
植
物
若
く
は
動 

物
に
對
し
て
作
用
す
る
。
而
も
此
種
の
動
物
に
ミ
、っ
て
之
は
、
適
應
に
依
っ
て
他
の
も
の
に
優
逸
す
る
の
可
能
、
及 

び
此
の
事
に
依
っ
て
彼
等
の
欲
望
充
足
を
埸
所
的
、
時
間
的
並
に
數
量
的
に
"
自
然
の
拘
束
か
ら
十
分
獨
立
的
な
ら 

し
む
る
の
可
能
を
前
提e
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

動
物
が
自
然
に
適
應
す
る
の
は
之
等
動
物
の 

諸
器
官
"
即
ち
四
脚
や
顎
骨
や
鰭
等
の
變
形
に
依
っ
て

)

あ
る
。
之
は
全
然
一
の
受
動
的
な
生
物
學
的
適
應
に
他
な 

ら
な
い
。.然
る
に
人
類
社
#
が
外
界
の
自
然
に
對
す
る
適
應
は
一
の
能
動
的
0

*
で
あ
る
。
そ
は
生
物
學
的
に
で
は 

な
く
て
技
術
的
に
適
應
す
る
の
て
あ
る
。
.，即
ち
.：

「

自
然
的
關
係
に
對
す
る
反
動
は
、
人
間
に
あ
っ
て
は
、
啻
に
肉
體 

的
適
應
に
止
ま
ら
ず
し.て
體
外
的
反
動
ミ
し.て
生
す
る
。
而
し
て
此
の
反
動
は
道
具
及
び
器
具

(

廣
義
の)

の
創
造
を 

以
て
初
ま
る
。
動
物
が
欲
望
充
足
を
目
的
ビ
す
る
生
存
競
举
に
於
，て
、
若
く
は
：自
然
の
拘
束
に
對
す
る
鬪
爭
に
於
て

" 

適
.應
に
侬
っ
て
得
た
る
肉
體
的
手
段
を
以
っ
て
之
に
對
ず
.る
に
反
し
、
人
間
は
經
濟k
依
っ
て
得
た
る
體
外
的
手
段 

を
以
_て
之
^
對
す
る
の
で
あ
る
。

」

ハ
註
三> 

詳
言
せ
ば
、
人
類
社
會
が
自
然
に
適
應
す
る

VJ.

い
ふ
の
は
峯
竟
、
興
れ
が 

環
境
自
ら
に
適
應
せ
し
め
乍
ら
自
ら
も
亦
環
境
に
適
應
す
る
の
意
に
他
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
或
る
昆
蟲
と
か
鳥
類
ど 

•か

¥
彼
等
の
環
境
に
對
し
て«.
«
色
を
持
っ
て
居
る
埸
合
に
於
て
 

>
.此
事
は
當
該
有
機
體
の
何
等
か
の
努
力
の
結
果 

で
も
な
く
、
又
は
外
界
の
自
然
に
及
ぼ
せ
る
彼
等
の
作
用
の
結
果
で
も
な
く
て
、
寧
ろ
生
存
競
爭
に
侬
っ
て
生
じ
た 

る
緩
漫
*

る
一
種
の
無
意
識
的
發
達
て
あ
る
さ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
類
®

♦
の
場
合
は
全
く
之
S
異
な

笫

十

办

卷

C
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U

五
五)
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自
然
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地
理
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環
境
の
經
濟
學
的
考
察 
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a

〇
五
六〕

ぬ
然
的
地
理
的
旗
境
の
經i

的
考
察 

第
七
號 

一
一
二

る
。
そ
れ
は
自
然
と
！

g
#

す
る
。
彼
等.

は
土
地
を
耕
耘
し
、
原
始
林
を
伐
採
し
"

：象「

畜
を
飼
育
し
、
鑛
山
を
發_

し
、 

力
.

を
制
御
し
て
之
を.

I

の
自
的
に
利
用
し
、
斯
ぐ
で
地
上
の1

»

の
も
0

を

變

^

^

。

動

物

が

諸

器
 

官
め
i

に
依
つ
て
自
然
に
適
繼
す
る
に
反
し"

人
類
社
會
は.

技
術
の
形
でt

e)
:

i

的
組
織
を
劍
造
す
る
こ
め 

に
依
つ
"

て
自
然̂

對
す
る
能
動
的
適
應
を
始
め
る
の
で
办
る
。
&

四

. - 

併
し
乍
ら
"

此
の
理
由
に
據
っ
て
、
恰
も
人
間
を
自
然
の
支
：配
者
で
あ
：る
か
の
如
く
に
過
信
し
、
自
然
を
目
的
論 

的
は解

！
：

し
て
"

一
切
の
自
然
物
を
導
ら
人
類
の
欲
望
に
適
應
せ
し
め
て
考
，ふ
る
な
ら
ば
"
そ
は
疑
ひ
も
な
く

一

の 

?

あ
る̂

i
m

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
人
がi

i t

對
す
る
作
用
に
於
て
先.

づ
m

M

す
る
も
の
は
> 

彼
が 

之
に
加
へ
ん.

と
す
る
變
化
に
對
.する

自
然
の
頑
强
な
る
抵
抗
即
ち
自« s

の
拘
來
で
あ

る

。「

諸
々

の
自
然
力
、
多
'穆
多 

檨
な
る
_
#
の
富
は
、
或
は
人
間
を
し
て
容
易
に
目
的
を
達
せ
し
め

'

或
：は
之
を
困
雛
な&

し
む
る」

自
然
的
條
件
で 

t

o

玆
に
於
て
.

此
の
姐
斷
し
纖
き
：關
係
、
即
ち
璲
境
€

組
織
：、
自
然
と
人
類
社
會> 

就
中
自
然
と
經
濟f

の
交
互 

關
係
i

も
緊
切
な
6

問
題̂

な
る
。
此
の
組
織
の
變
化
の
原
因
は® :

に
環
境
に
對
す
る
之
忭
纪
父
互
®
係
の
中
に 

求
め
樽
可
き
の
み
な
ら
ず
、
其
の
發
展
の
®

礎
も
亦
自
ら
當
該
組
織
が
そ
の.

環
境
.

に
對
し
て
如.

何
な
る
：交
瓦
_
#
に 

あ
る
か̂

い
ふ
事
に
依
據
し
てS

る
か
ら
で
あ
る
。
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然
と
の
平
衡
關
部4

生
齑
カ3j

C

本ti
l

馈
十
八
卷
笫
十
一
饿
盞
丨
五
雙
及
び
.

五
九—

六
0

K

O

外
界
の
自
然
的
環
境
が
人
間
の
社
會
生
活
及
び
其
の
歷
史
的
發
展
に
及
ぼ
す
決
定
的
影
響
に
就
て
は
、
旣
に
古
代 

希
臘
に
於
てH

i
p
p
o
k
r
a
t
e
s

及

びS
t
r
a
b
o

の
如
き
が
明
確
に
之
を
指
示
し
て
居
る
，
此
場
合
に
於
て
，
自
然
的
環

境
は
如
何
f

時
代
に
於
て
も
社
會
的
發
展
の
唯
一
の
決
定
的
原
因
で
あ
る-i
い
ふ
因
果
說
が
主
張
せ
ら
れ
る
の
で 

あ
る
。
例

へ

ばH
i
p
p
o
k
r
a
r

の
見
解
に
依
れ
ば
、
氣
候
ば
先
づ
次
の
諸
點
に
關
ず
る
限
り
0
於
：て
人
體
に
影
響
す 

る

as

ち
寒
暑
、
並
^
寒
暑
間
^
變
化
の
-强
弱
’
觅
に
空
氣
”
乾
濕
の
度
合
は
種
^
な

る

方

法

で

脖

吸

の

‘谁

易

を

惹 

起
し
、
.從
っ
て
血
液
の
循
環
を
或
は
促
進
し
或
は
緩
漫
に
し
、
斯
く
て
身
體
の
活
動
を
刺
戟
し
又
は
弛
緩
せ
し
め
る
。 

'而
し
て
種
々
な
る.氣
候
的
影
響
ね
励
化
す.ゐ
と
い
ふ
.事
か
ら
樣
々
な
る
'國
民
の
1性
質
、
即
ち
忍
■
力
の
屈
遇
、*1
惰
、 

敏
活
，
矯
激
、
鈍
重
、
剛
與
等
が
形
成
せ
ら
れ
る0
然

る

に

：
又

種

々

多

樣

な

る

土

地

の

形

態

が

人

體

及

び

氣

質

に

'.彤 

響
す
る
は
勿
論
、
自
然
がf

の
地
方
に
與
へ
る
諸
種
の
食
料
が
入
間
の
體
格
に.影
響
f

ミ
い
A
事
が
之
に
.附
加 

せ
ら
れ
る
®
即
ち
彼
に
侬
れ
ば
、
此
等
の
風
土
的
要
因
が
第
：

一.

に
入
體
及
び
人
間
の
氣
質
を
決
定
し
*
從
っ
て
又
も 

の

行

爲

を

も

決

定

す

る

の

，
で

あ

る

0
然
る
に
社
會W

は
人
間
の
集
合
で
め
る
か
ら
、.換
言
せ
ば
11
:
會
の
#
性
は
0

\

的
特
性
の
總
體
で
あ
る
か
ら.、
從
つ
て
自
然
的
：圓
係
即
ち
氣
候

"
地

！
！

的

位

置

及

び

土

地

の

痛

態

が

社

會

の

性

質

を 

決
笼
ず
る
i
の
結
論
が
引
出
さ
：れ
る
の
で
あ
る。
s

o

‘
；
>r
の
如
く
肖
於
の
.影
響
は
务
め
純
贫
た
る.肉
if
i

上
の
影
響
と
' し
て
考
察
せ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
丧
養 

の
差
"
空
氣
の
乾
濕
の
度
及
び
自
然
が
個
々
.の
地
方
に
與
ふ
る
：食
料
の
種
類
、
之
等
の
.も
の
が
人
體
の
特
質
を
決
定 

す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
他
，方
へ
人
間
の
精
神
上
の
特
質
は
肉
體
上
9
特
質
に
依
つ
て
左
右
せ.ら
れ
る
も
<の
て
あ
る
' 

か
ら
？
從
つ
て
之
.等
の
も
の
は
同
時
に
彼
の
精
神
.上
の
特
質
を
決
定
す
る
ご
觀
察
せ
ら
れ
た
。
此
の
時
代
に
於
て
.
«
_ 

第

十

九

卷
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0五
七)
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H

然
的
地
溝
麗
S

霞

的

霧 

第
志
二
三



f

九
.

卷

a

 

c
m

八
r

印
然
的
地
趣
的

_

<■
<
(
.
:經
濟
學
的
考
察
：

 

第

七

號

一

1

四 

未
，£

鄉
候
及
び
.土
她
の
形
態
が
人
間
の
勞
働
方
怯
に
及
ぼ
す
影
響
は
顧
ら
れ
な
か
つ
尨
の
て
ぁ
，る
。
素
ょ
り
成
國
.民 

が
主
ミ
し
て
農
業
を
營
み
他
の
跡
民.は
特
に
牧
畜
若
く
は
商
業
を
營<
で
辑
る
£

い
ふ
事
實
«
.觀
察
せ
ら
れ
た
のV

 

ぁ
る
が
、
併
し
之
等
職
業
の
相
違
は
之
を
國
民
の
性
问
及
び
特
質
の
相
違
に
歸
す
：る

.の

.が
ー
般
で
め
つ
て
、
各
地
域 

が
.其
の
±
地
に
#

^
な
る
自
然
的
地
理
的
倏
件
に
從
つ
て
特
藤
な
る
職
集
及
-び
技
術
に
適
す
る
も
の

で

ぁ

る
ぞ
の
.思 

®

か
生
じ
れ
の
は
、
遙
か
後
代
の
事
で
ぁ
る
。
即
ち
人
間
の
文
明
が
先
づ
地
中
海
の
沿
岸
に
始
ま
り
"
次
第
次
第
に 

擴
大
し
て
中
部
及
び
西
部
歐
羅'巴
^
及
び
、
然
る
後
十
五
世
紀
並̂
士
ハ
世
紀
^
於
て
蓝
細
ま
及
び
蓝
米
利
加
の一
 

部
：に
膦
張
し
れV」

い
ふ
事
實
を
通
觀
-t
、
而
し
て
之
等
織
て
の
國
民
の
間
に
於
け
る
、
全
然
相
異
な
る
勞
働
方
法
及 

び
技
術
的
發
M
を
認
識
す
る
時
に
於
て"
始
め
て
右
の
思
想
が
生
じ
れ
の
で
め
る
。
.
そ
し
て
之
i
同
時
に
、
最
高
.の 

文
化
的
發
展
を
遂
げ
た
所
は
必
ず
し
も
自
然
の
恩
®
の
最
も
豐
饒
な
る

土
地
で
は
な
かつ

た

と

い

ふ
觀
察
か
ら
*
又 

次
の
如
き
見
解
が
生
じ.來
る
、
餘
办
^
過
大
な
る
8
然
の
恩
悪
は
人
間
を
.促
し
て
彼
の
肉
體
的
及
び
糈
神
的
能
カ
を 

間
斷
な
く
緊
張
せ
し
む
る
こ
と
が
な
い
か
ら"
そ
れ
は
文
.明
の
急
速
な
る
發
肢
を
促
進
す
る
ょ.
1は
寧
ろ
妨
«
す
る 

も
の
<
あ
る
と
。

，

.此
の
悤
想
は
主
亡
し
て
十
六
世
紀
把
於
け
る
料
學
の
再
興
に
伴
ふ
て
生
じ
た
る
も
の
で
ぁ
る
。

M
a
c
h
i
a
v
e
l
l
i

の
論

敵
に
し
て
1̂
§
茨
<1
1
1
1
2
の
先
蹤
れ
る
^

8
 

5
0
昏

は

、
其
の
歷
史
の
方
法
論
に
關
す
る
著
作。Me

t
h
o
d
s

 

a
d

f
i
c
i
l
e
m

 〗h
ist

o
r
〗a
r
u
m

 

c
o
g
n
i
t
i
o
p
e

日
—i 
5
6G>
k

於
，て
旣
R

之
を
指
摘
し
、
S

然
的
倐
件
：が
人
民
の
性
質
及
び
歷
史̂

「

興
へ
.る
影
響
を
論
述
しt2
;:
o
'e
d
o
d'B
'
-は

或

る

意
味
て
今
日
の
人
類
學
的
地
理
的
歷
史
瓤0 .
先
驅
者
で
ぁ
b

货
設
者
で 

ぁ

る

ビ

茇

は

れ

て

居

る

。
彼

は

其

の

學

說

の

基

礎

を

疑

ひ

も

な

-く 

H
f
p
p
o
k
r
a
t
e
s

及
：び

s
^
a
b
o

ょ

ら

得

て

來

ft
の

.て
あ
.る
が
，
满
の
氣
候
‘及
び
地
形
の
影
響
に
關
す.る
理
論
は
1

炉
^
之
等
の
論
者
を
超
絕
し
て
新
し
き
見
解
に
導
炉 

れ
て
居
る
の
で
あ
るr

被

の

-*
著
ぞ
D

e

p

R逆u
g
q
u
e

、
の
第
五
泜
卷
礤
一
章

「

國
家
形
式
を
多
樣
な
る
人
民
に
適 

.合
せ
し
む
る
た
め
£

府
は
如
何
k
作
ら
る
可
き
か」

は
最
も
ょ
く
這
箇
，S

?

包
：柄
す
る
。

B

l
 

S
れ
ば 

A
間
の
行
爲
は
個
人
*

る
と
人
民
た
る
ど
を
問
は
ず
々
彼
等
の
氣
質

•
C
N
a
t
u
r
e
l
l
v
k

依
つ
て
規
定
せ
ら
れ
る
。
此0 

(

氣
質
は
氣
候
R
依
つ
て
左
右
せ
ら
れ
る
も
の
て
あ
る
が
、
而
も
啻̂
之
れ
.の
み
^
依
る
も
の
.で
は
な
く
て
、
同
時
に
、 

•其
の
上
^
人
間
の
集
簡
が
存
續
，し
且
つ
彼
等̂
生
.活
資
料
を
提
：供
す
る
所
の
土
地0
牲
質
に
依
つ
て
左
右
せ
ら
れ. 

る
。
故
^
氣
候
の
み
が
住
民
の
性
情
：を
決
定
す
る
の
て
は
な
く
て
土
地
.の
形
藤
が
又
之
を
決
定
す
る
。
從
つ
て
同
，
一
 

V
:

:

の
'氣
候
#

關
係
の
下
^
.於
て
も
亦
颍
々
な
る「

氣
質
の
異
種」

.
が
生
じ
：得
る
の
で
あ
る
。r

般
的
R
は

、

各

，
々
の
：
國 

li
其
國
»

#
の
人
民
の
性
格
を
鑄
造
す
る
け
れ
ど
も
、
而
も
屢
々
V

此
め
も
の
、
內
部
に
於
て}
$び
種
々
な
.る
氣
質

.

.の
相
違
が
見.出
3
れ
る
。
山
地
の
住
民
と
溪
谷
の
住
民
ど
の
相
違
、
島
の
住
：民
《
海
岸
の
往
：民
£
の
相
違
の
如
き
之

.

.

.
ぐ
で
あ
る
。〉

 

,■

:

B
o
d
i
n

は
進
ん
で
次
の
如
く
主
張
す
る
。
地
理
的
環
境

.は

.異
な
つ
た
地
方
の
人
々
.に
異
な
つ
た
生
活
資
料
を
供
ず 

_

る
の
み
な
ら
す
、S
夂
彼
等
の
勢
働
行
爲•

(

勞
機
方
法)

に
.影
響
す
る
限
り
に
於
て
再
び
其
；の
氣
質
に
影
響
を
及
ぼ 

す
.ノ
例
へ
ば
士.地
か
ら
充
分
な
る#
活
»
料
の
供
給
せ
ら.れ
：て
居
る
所
に
於
て
は
、
.人
間
は
.左
.程

努

カ

す

る

，
必
^

が 

镎
い
か
.ら
"
從
：つ
て
彼
の
肉
體
的
精
神
的
•能
力
は
退
歩
す
る
。
之
に
反
し
て
®
沃
な
ら
ざ
る
土
她
杧
於
て'は
、
人
‘ロ 

;0
增
加
に
伴
つ
て"
之
筹
の
も
.の
V
生
活
資
料
を
同
時
に
增
加
す
る
之
：

S
に
.努
め
な
^
れ
：ば
な
ら
な
い
；か
ら
、
頭
腦 

4
询
體
^
>常
に
勞
働
の
拉
め̂
奉
仕
し
*
け
れ
ば
な
ら
母
い;;
0
此
の
寧
は
：

1:

定
0

^

5、
，能
カ.及
：び
熟̂

1
^
|
せ 

笫
^

^
 

C
1

〇
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启
然
則
釐
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の
蠢
學
猶
港
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魂
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潔
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雜
濟
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的
義
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鎭

セ

號

1
1

六
. 

し
め
：、
進

ん

f J

定
.の
科
學
の
發
«
を
導
A
。
、故
に
土
地
^

ら
充
分
の
生
活
手
段
を
與
へ
ら
れ
て
居®
い
國
民
は
#
 

然
'的
に
：產

渫

的
o.n

d
u
s
t
r
i
e
n
)

て
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
其
の.產
業
の
所
產
を
以
っ•
'て
、
彼
自
身
0

土
地
か

ら

#

ら
ー 

い
生
活
！̂

€
交
易
す
る
i

く
を
求
め
.る
：。
斯
く
て
原
始
的
の
商
業
取
引
が
生
ず
る.云
'々

。
嘶
の
如
ぐ
し
て：、
. 

土
地
の
形
態
が
樣
々
な
る
勞
働
方
法
を.生
じ
"
從
っ
て
，又.特
殊
の
'能
力
を
生
せ
し
む
る
ざ
い
ふ
事
に
依
つ
て
、®

々
. 

の
地
方
に
'於
'て
全
然
異
っ
た
人
間
の
特
質
、
天
賦
及
び
性
向
が
形
成
せ
ら
れ
る
ぐ

」
B
o
d

s*
は
言
っ
て
居
る
。'
i

o

, 

次

にM
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u

の
ジD

e
 

F
E
s
p
d
t

 

des 

L
o
i
s

ミ
1
7
400
は
此
等
の
_
係
を
論
じ
れ
る
も
の
ど
し
て
最
も
屢

 々

擧
げ
1&
る
、
も
の
て
.あ
'る
。
彼
は
氣
候
の
影
響
を
以
て
國
民
の
特
質
を
決
す
可
き
唯

I

の
製
因
、
少
く
ミ
も
最
も
重 

要
夺
る
喪
因
な
る
事
を
ヵ
說
す
る°
例
.へ
ば
右
の
脊
の
第
十
四
卷
第
ニ
章
に
於
て
其
の_
果
觀
を
次
0
如
く
明
示
し
、
. 

て
居
る
V「

寒
冷
な
る
空
氣
は
肉
體
の
外
部
的
繊
維
の
末
端
を
收
縮
：せ
し
め
る
。
此
办
事

R
依
っ
て
そ
の
■繊
維
の
伸
縮 

性
を
增
加
し
"
且
っ
外
部
か
ら
心
臟
ベ
向
っ
て
の
血
液
の
循
環
を
助
長
す
る
。
そ
は
.又
此
等
の
繊
維
.を
縮
め
從
っ

V

 

夫
等
|/
;
:カ
を
：增
加
す
る
。
之
と
保
對R
"暖
き
空
氣
は
繊
維
：の
末
端
を
弛
緩
し
伸
長
す
る
。
此
の
事
に
依
っ
て
勿
^
、 

夫
等
の
力w

伸
縮
性
^
は
減
ず
る
0;
で
あ
る
。.
故
R
寒
冷
な
る
氣
候
の
人
民
は
太
な，る

生
活
力
を
有
し
て
®

る
。

»
 

處
で
は
心
臟
の
作
用
？
繊
維
の
反.作
用
ぞ
がf

層
よ
ぐ
行
は
れ
"
四
體
液
の
調
和
が

一

層
大V

あ
々
、
血
.液
は
.

一

層 

よ
ぐ
心
臟
R
向
っ
て
流
れ
，
從
つ
て
心
臓
は
一
層
大
な
る
强3
を
#
つ
。
此
の
强
さ
の
®
逸
.は
幾
多
の
效
果
を
生
む 

R
相
違
な
い
。例
へ
ば
.よ
,̂
大
な
る
決
斷
如
ち
大
な
る
奥
氣
を
、
自
己優
逸
の
よ
々
大
な
る
感
情
即
ち
復
餐
の
念
の 

_

ノ
を
、
よ
{
大
な
る
確
信
即
ち
大
な
る
卒
直
を
生
み"
邪
推
、
譎
詐
及
び
陰
險
の
性
を
脱
せ
し
ひ
る
の
で
あ
る
。 

«
言
す
れ
ば
、
此
の
事.は
非
常
^
違
っ
ね
氣
質
を
生
せ
し
む
る̂
相
違
：な
ぃ」
マ

」
。(
|

0

.

.,
■:又
彼
は
、
土
地
の
彻
態
が
嗔^

土
地
の
住
说̂

及
衩
す
影
響̂

就
^

語
つ
て
居
る
ブ
例
べ
ば"

山

嶽

地

方

：
の

住

比

が
自
由
を
愛
す
るド

M
し

"
平
.野
^
居
を
住
む
る
安
逸
な
る
農
民
が
容
易̂
專

制

的

支

，配
^
隸
屬
す
る
倾
吋
め
々
'じ

部
べ
て
居
る
；が
如
さ
之
で
ぁ
る。

H く

「

豐
沃
な
る
土
地
：は
•
如
何?:
る
國
R
淤
て
も
，
自
然
^
W-
す
る
服
從
ミ
從

獨
ビ
を
設
宛
し
.て
居
る
.
農
^
か
人
民
の
生
嬰
部
分
を
構
成
す
る
所
で
はt
彼
等
は
其
の
自
甶
を
維
持
す
る̂
左
程

,熱
、ん
て
は
ない

彼
等
は
.私
事
を
營
む̂

餘
<
^
多̂
忙
な
の
で
ぁ
る
。
富
の
充
滿
せ
る
國
は
W
劫
掃
を
恐
れ
軍
隊
を

恐
れ
，，る。

•.
:
:斯
く
ズ
豐
饒
な.る
國
.に
於
1
は
最
も
屢
.々
王
國
が
見
坩
さ.れ
"
豐
饒
衣
ら
ざ
る
國̂
於
て
は
共
：和
政

,體
が
見
出
3
れ
る
。
而
し
て
乙
は’土

.地

の

不

毛
^
依
つ
て
蒙
る
可
き
不
自
由
に
對
し
て
の
充
分
な
る
報
償
て
め
る

」

.

(

第
十
八
：卷
第
1
章)

w
°
S
四)

1

0

Z
ど
は
文
其
の
第
一
一
章
ね
於
で
も
贶
は
れ
る
。
總
括
的
に
之
を
見
れ
ば
、

洳
何
松
文
明
.が
外
的
世
界
の
活
動̂
依
り
.て
變
化
せ
ら
れ
る
か
、
人
民
の
独
律
及
び
其
の
社
：會
的
道
德
的
生
活
の
.他

;0
結
架
が
、
如
何̂
氣
候
、
±
她
及
び
食
料
ど
關
聯
し
て
居
る
か
、
之

れ

が

M
's
t
e
s
q
u

H.
e
u
;
R
V
J
o

て
根
本
助
掏

題
次
南
つ
た
'。
.彼
は
此
の
問
題
の
解
決'.
0
た
^

^
全

'*
を
倾
注
芯
た
.の

で

ぁ

，
る
o
這
般
の
問
題
^
關
す
る
彼
の
所
說

紱
後
代
R
B
iつ
：て
絕
大
次
^
影
響
を
及
ぼ
し
て
®
'.
^
。
併

し
B
'.
'
o
d
i
n
マ

」

は
異
な
：̂
^
自
然
的
地
理
钠
環
複
が-A
民
の

裏
濟
的
活
動
ヵ
次
及
ぼ
す
影
響,
及
び
此
，の
活
動
力
が
彼
等の
钿
識
並
に
才
能
代
及
ぼ
す̂

#
に
就
て
は
、
彼
は
殆

^
之
を
知
悉
し
な
か
：つ
た
樣
に
思
は
れ̂
。
£

五)

-'
'

パ

：

.

.
:•
'

c
lf
e
l)

主
i 
し
て o

l
a
o
w
.

の
^
說
I:
.據
る
.。Die Marxsche GeschoMS-Gesellscllafts-staatstbeorie.M'Band. s. 
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iU

愈
る
は
十
八
修
紀
に
於
け
る
獨
逸
の
旛
史
哲
學
者
ビ
し
て
著
名
な
る

Gottfried H
e
r
d
e
r

は
、
氣
候
の
影
響
又
は 

地
®

 

0

#境
が
人
：類
の
«
史
的
發
裉
行
程
縈
規
定.才
、る
思
い
ふ
.

®
を
著
る
-し
ぐ
.深
他
せ
.じ
.め
て
居
る
。H

e
r
d
e
r

 

に
あ
3

V
:は 

>
.其
の
'全

自

然
.«
紀
於
て
：彼
：ミ
密
接.な
る
_
係
を
有
す
る
：

G
e
o
t
h
e

に
於
け
：る.迄
同
じ
く
、
自
然
は
一 

の
.生
さ
^

る
實
在
で
あ
.る
P「

核
も
な
C
;殼
も
な
く
自
然
ば
直
ち
^

ー
 

切
で
あ
る
0」

？
\

0̂*
€
1:K

e
r
n

 

‘ no
c
h

 

Schale, 

a
H
e
s
i
s
t
.
s
l
e

.a
t e

i
n
e
m

 

M
a

n

 :
(
Q
o
e
t
h
e
)

全
宇
宙
は
其
の
强
大
な
る‘成
萇
ミ
麻
說
ぎ
の
中
^

一
の
生
命
を
呼
吸 

「

し
、て
居
る
。
至「

る
所
^
同
.一
の
.法
則
が
作
用
し
至
'
.る
所
た
同J

の
八
ロ
：法
#

が
^
|2
し
て
@

る
。
然
ら
ば
宇
宙
の
一
部. 

(?
過

，ぎ

な

い

人

類

0
滕
史
も
亦
合
法
的̂

經
過
す
可
$

で
は
.
.：な

：
か

ら
.ぅ
.か
。
神
は
：自
然
^
於
て
1
切
の
.も
.の
を
計
#
 

的

.^
_

序
*

て
た
樣
^
、
人
類
の
歷
史
に
於
て
も
亦'秩
序
ど
合
法
性
ビ
を
設
立
し̂

の
で
あ
.る
。H

e
r
d
e
r

は
言
ふ
、
 

「

佘
が
歷
史
の
中
^
求
む
る
神
は
自
然
の
中
に
あ
る
も
の
ど
同
じ
で
な.け
れ
ば
：な
ら
な
い
。

何
ミ
な
れ
ば
、

人
間
は 

總
體
の1

部
に
過
ぎ
ず
"

こ
の
歴
史
は
蟲
：の
歷
史.
i同
様
、
彼
の
住
ん
で
居
る
組
織
：

(
G
e
w
e
b
e
)

せ
密
接
^
關
係
し 

て
唐
る
か
ら
で
.あ
る
。

」
H
e
r
d
e
r

の
#

の
意
志
ど
は
當
時「

自

然

金

志」

ぞ
呼
ば
：れ
ね
も
の
ど
同
一
で
あ
る
。

.

斯
く
て
神
が
一
切
の•自

び

歷

史

の

經

過

.の
眞
の
動
力
で
ある
な
ら
ば
、
發
展
の
行
程
は
因
果
的
制
限
の
中
に
；
 

極
へ
め
.て
合
法
的
に
行
は
れ.る
の
で
あ
，：る
。
其
れ
故{̂
人
：類
の
.歷
史
は
、
.其
合
法
換
£

‘因
.果
的
：關
#

ど
^
於
て
の
み
考 

察
せ
.ふ
れ
得
る
,

；ぁ
，ら
>丨

：然
ふ
ば
入
類
の
：籐
史
的
發
展
行
程
を
決
定
ず
：る
.も
0
.
.は
何
乎
"
そ
は
氣
侯
の
影
響
^
ぐ

拟
寧
ス
地
a
的
環
撐
に
tt
M

i&
な
い
。

.He
r
d
e
r

は
.、人
間
が
ー
定
の
夫
然
の
素
質
を
有
す
る
事
议
之
を
認
容
す
る
け
れ
ざ
も
、
如
何
な
る
.發
展
行
程
も
此 

の
天
.然
の
素
質
炉
ら
の
^
は
決
し
て
生
じ
ない
と
見
て
居
る
：。.
0
く
、「

人
間
が
一
切
を
生
み
、
其
れ
を
外
界
の
對
象 

か
.ら
離
れV

.

發
：展
せ
し
a

る
A

.©

.
w'f
れ
ば
、•素

..
^
々
此
場
合
に
於
て
も
人
間®
歷
虑
は
W
能
e
は
あ
る

巧

人

類
" 

屯

の

全

種

族

の
噃
史
丈
不
可
能
で
あ
る〔OJ:(Ideervzur 

G
eschicMe 

der 

Msschheit, 

I. 

T
d
L

 

s
.

M
o\
0 

氣
候
、 

即
ち
地
现
1
環
境
が
1
定
の
素
質
^
作
用
し
、
,次
第
^
熟
練
|(
:
向
つ
；て
戀
化
す
る
能
ヵ
を
覺
醒
し
、
且
つ
之
を
促
進 

せ
し
め
'て
初
め
て
迤
步
が
生#'
る

：0
即

ち
r

a

R連
續
す
々
努
力」

' 
が
生
ず
る
。
而
し
て
此#

合
^
彼
は
氣
候
の
槪 

念
を
、
そ
の
先
驅
f

Q
何
人
ょ
办
も
遙
炉
R
廣
ぐ
解
釋
し
^
。
彼
は
此
8(
?
)槪
念
の
下
^
，
寒
暴
、
空
氣
、
風
、
地
形
、 

動
植
物
等
の
特
質
金
理
解
し
穴
許A
で
は
な
く
て

、

之
炉
ら
生
ず
る
生
存
競®
の
た
め
の
社
會
的
條
件
を
■も
理
解
し 

,
2 

0彼
の
思
惟
す
る
所̂

依
れ
ば
、
自
然
的
生
活
箣
圍
が
或
程
度
迄
社
會
的
環
境
を
規
定
す
る
？
例
へ
ば
、

一

定
の 

勞
働
行
像
や
生
活
方
法
が
發
座
し
得
る
た
め̂
は
ニ
定
の
自
然
的
前
提
條
件
が
必
要
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
、

一
定
の 

:爆
滅
の
特
質
は
、
常
^
其
の
.住
战
<0
勞
働
行
爲
及
び
勞
働0
產
物
を
決
定
'す
る
9
何
故
か
ビ
い
ふ
R

>
之
等
の
.も
の 

は
，#

^
し
て
、
自
然
^
依
つ
て
備
へ
&

朴
れ
る.倏
#

g

.

T

^
於
て
、
自
然
の
.與
ふ
_る
原
料
を
或
は
獲
得
し
或
は
加
エ 

す
^

^

,於
て
成
立
つ
炉
^

^
あ
る
.？
故
.代
夫
等
は
、
例
命
稱
々
な
る
程
度
文
は
あ
る
が
"
常
に
自
然
的
倐
件
代
結 

び
付
け
ら
れ
て
©

6 

o從
っ
：
て
自
然
は
又
人
間
の
隹
活
方
法
を
.規
定
す
る
の
で
あ
^
。
例
へ
ば
®
獵
ゃ
航
海
は
乾
燥 

.し
な
る
.高

地
k
發
往
し
得
な
.い
し
，
又
狩
獵
の
如
為
は
、
狩
獵
し
得
可
&
野
獸
の
居
ら
な
い
島
で
は
到
底
主
®
な
：る 

職
業
贫
な
A
得
な
：い
の
で.あ
る
。1

定
の
勞
働
用
具
や
技
術
上
の
熟
練
に
關
し
て
も
同
樣
で
あ
つ
て
.
此
等
の
i

0
 

.準

九

#

c
l
〇4
g
r
v
.
l
的
地
理
的
環
境'S
濟
|
;
考
察 

第
七
號
I

.1
1
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九
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然
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地
现

I

潔
境
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の
經
濟
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:1〇

 

は

^
自
然
が
之
妃
必
要
な
る
材
料
を
■供_
す
る
所
妃
於
て
初
め
て
發
生
む
得
る
。
銅
^
鐡
の
な
い
所
で
は
鐡
又
は
銅 

を
加
11
:
す
る
技
術
:0
發
達
す
る
事
な
：
>
-、
_北
極
地
方
の
如
.く
緋
作
の
不
可
能
な
所_で
'は
、‘
當
然
*
耕
作
用
具
の
使
用 

繁

、
事
も
發
明
3
れ
：る
礙
も
な
.い

の
..
1:
-ぁ
る
。
併

し'
H
e
r
d
e
r
m

.'
氣
候
；の
影
響
.が
全
然
能
動
；

g

の
要
素
で
ぁ
つ 

て
、
人
間
が
そ
の
询
體
的
精
神
的
素
質
を
以
て
し
，て
猶
且
つ
單
^
受
動
的
要
素
^
過
ぎ
な
：い
£
解
じ
だ
の
で
は
な
い
。

1

方
^
於

て

、

自

然

の

環

境

，が

.人
間
^
影
響
し
、
特
殊
な
能
刀
や
勞
働
方
法
を
發
樂
せ
し
む
る
ミ
す
れ
ば
セ
也
方
に 

於
て
、
人
.間
の
能
力
や
勞
働
の•組
織
が
再
び
自
然
的
環
墁R
反

動

の

作

用

を

及

ぼ

^

，
.a
つ
.之
の
も
の
を
變
化
す
る 

f
い
ふ
事
は
、
明
^
之
を
言
明
し
て
與
る
の
：で

ぁ

る.°
.

'.

次
^
"
此
の
.

「

稱
々
R
變
化
、

る
氣
候」

.若
く
は
自
然
の
環
境
が
、
如
何
に
し
て
此
の
發
展
化
影
響
ず
る
か
ミ
沄 

4 

k、
そ
れ
は
人
體
の
組
織
、
肉
體
の
ヵ
や
心
理
的.0
活
勸
、
彼
の
威
情
注
活
、
威
覺
及
.び
本
能
等
に
影
響
を
與
ふ
,
 

:5
こ
ぞ
に
依
°
て
<

^
る
.。
此
の
>1
解

は

根

本

的

此

は

ー

客

0
署

ぶ
1
10*
1
1':
,
:0
見
方
マ
^
.
致

し

て

居

る

の

で

ぁ

る

が

ノ 

•^e
r
d
e
r

は
®
に
進
ん
ザ
、
總
て
の
特
殊
な
る
人
種
の
，特
性
.は̂
の
掏
體
的
の
も
0 

®る
$
心
理
的
の
も
の
な
る
ズ 

^
問
は
す
、
直
接
？
氣
候
莕
ぐ
は
自
然
的
環
禮̂
歸
す
る
の
.は
^
し
.く
な
.い
;0
人
間
の
特
質
は
も
つ
ど
遙
炉
に
複
雜 

で
.ぁ
る
ど
論
じ
て
居
る
:0
又
彼
は¥

n
t
e
s
q
u
〖e

u

ど
異
な
.之
人
間
の
觀
念
の
世
界
は
>
«
が
其
の
自
然
の
生
活
環 

境
0
中
に
、
又
此
の
.環

捜

に

依

つ

；
て

條

件

づ

け

ら

れ

た

る

，
社

會

的

生

洁

關

係

の

間

.
^
 ̂

て
、 

即
^

»
照
の
世
界
.
依̂
ゐ
て
規
定
せ
ら
れ
る
？
い
ふ
事
を
主
張;1
.
て
居
•る
？
換
言
せ
ば
自
然
は
自
然
の
環
携
即t>
.觀 

照
：.の
世
界
ど
し
て
彼
の
：

「

想
像
カ
'1
1
.
‘
.
の
^

k
入
、
來
此
の
事
把
依
つ
て
著
る
し
く
彼
の
觀
念
世
界
代
影
*
し
，

斯
:'
(
-て
再
队
人
間̂

影
響
を
與
ふ
る
の
で
ぁ
る0

而
しV

最
後
^

1
人
類
の
.
.癖
性
.(

思
惟
"
.
思
莺 

>
:欲
望)

は
彼
の
；生
活
方
法
，
^
よ0

て
左
右
せ
ら
れ
るVJ

論
せ
ら 

れ
る
。
何
^
な
れ
ば
、
人
間
は「

到
る
所
に
於
て
，
生
活
方
法
の
必
要
の
卞
に
成.長
し
た」

所

の「
傅
統V」

習
慣
の
S
 

，子」

だ
か
ら
で
ぁ
る
。.
然
る
^
,、
：
旣
^
.述
べ
た
様
^

>
彼
‘の
見
解
^
依
れ
ば
人
間
の
勞
働
行
爲
及
び
生
活
方
法
は
自 

然
の
環
境
^
依
つ
て
制
約
せ
ち
机
る
も
の.で
ぁ
る
か
ら
"
自
然
的
地
理
的
環
境
は
間
接̂
、
人
間
の
见
想
の
上
^
決 

定
的
の
影
響
を
有
し
，て
居
る
の
，で
ぁ
る
。

(

胜
ー
.

)
.

R
f

l

の
考
察
を
以
て
せ
ば
、1
1线

泠

，

の

學

說

：
の

意

義

は

次

の

：
點

^
存

し
.て

届

；
る

。

「

彼

，
は
 

> 
人
民
の
部
分
的
考 

察
が
も
人
類
の
總
體
的
難
解
べ
：、
時
宜
的
め浊
釋
か

ら
總
括
的
說
明
へ
、
斷
片
的
な
世
界
史
か
ら
眞
の
人
類
史
に
向 

つ
て
：

E-:

调
の
障
壁
を
突
破
し
て
居
る
。

H
e
r
d
e
r

は

、
，
彼

以

前
.の
何
人
よ
{
も
、
深
淵
ミ
い
ふ
よ6
は
、
寧
ろ
よ
か 

-廣
汎
に
し
て
包
秸
的
な.る

觀

察

.を

以

て

•

人

間

及

：
び
其
：の
®
史
が
自
然
的
條件
に
：依
遞
す
る
之
.ど
を
考
察
し
れ
。
彼 

,は
根
本
雄
想
.の

.b
に

於
て
は
、
.知

識

よ

自

曲
な
る
推
察
：に
依
々
、
人
間
は
啻
^
個
々
の
も
の
が
無
數
の
自
然
的 

.條
件
R
依
賴
し
て
居
る
ご
い
ふ
理
由か
ら
の
み

で
は
な
べ
、
此
：の
地
球
の
上
ド'«
球
だ
典
に
生
じ
た
所
の
.人
間
が
自 

念

球

の
一
部
で
ぁ

る

？
い
ふ
理
由
に
基
い
て
、
地
球
を
顧
慮
：す
る
事_な
く
し
€
:
人
間
を
理
解
す
各
事
が
出
來
欢
い 

マ
し
い
ふ
事
を
言
說
し
T
居
る
。

：
-H

e
r
d
e
r

は
そ
の
大

な
る
統

一
的
世
界
観
に
依
つ
て
、
總
て
の
彼
の先
驅
者
の 

時
宜
的
の
考
蔡
以
上'に
遙
か
に
進
ん
で
居
る
。
其
の
學
徒
の
下
に
於
て

narl 

R
i
t
t
e
r

で
す
ら
到
達
：す
る
事
の
出
來 

な
か
つ
た
樣
攻
高
所
か
ら'
彼
は
諸
々
：の
星
の
間
に'於
け
る
1
.つ
.の
星
5
し
.て
の
地
球
、
惑
M
系
に
於
け
る
其
の
位 

奪
ミ
發
達
、
而
-b
T
又
地
球
を
形
成
す
る
所.の
山
脈
や
海
洋
を
考
察
し
て
居
る
。.此
の
場
合
^
於
て
、
此
の
事
は一 

，
の

歷

史

哲

學

の

著

作

R
對
す
る
.自
然
科
學
的
序
曲
さ
し
て
取
扱
は
れ
て
居
：る
0
で
§

(

て
，
其
の
下
^
人

間

が

：：

i.

镇
十
九
卷

(

1
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六
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自
然
的
地
理
的
缜
檢
の
經
濟
學
的
考
察 

笫
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號
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三 

定
©
立
脚
地
を
#

て
居
る
所
の
、
難
々
多
樣
な
性®
の
：組
織
R

»
す
る， 1:

大
工
場
S
し
：で
の
'地
球
を
描
出
し
て
.居
•る 

•

の
.で
あ
る
。し(
S

)

：
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胜
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し
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o

u

n

o

w
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B
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s
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1
9

5
-
1

9
9
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w

d

‘ 

I
I
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S
.

 

i
6

5
,

^

參
眼
せ
り
。

,

C

駐
ニ)

 

w

&

e

ご
“

• p
.
 

o

.
 

s
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5
.

*.

. 

.

. 

•

,

.
四 

：

:

.

.

.

.
..H

e
r
d
e
r

の

叙

上

の
.®
想
を
基
礎W

し
て
"

oも

4

地
球
の
自
然
的
形
：成
が
宿
命
的
^
人
類
文
化
の 

镟
展
を
豫
定
す
る
も
の
な
ら
マ

」
の
觀
念
を
-
彼
の
^
富
な
る
«

驗
购
、
地
理
學
的
.知
識
、
並
^
哲
學
的
思
想
に
依
つ 

て
突
持
せ
ん
士
努
め
れ̂
薛

^
即
ち
彼
は
地
理
之
歷
史
ミ
の
不
可
離
的
の
結‘合
を
明
^
し
ィ
單
な
る
偶 

的
混
同
：物
マ&

理
學
上
0

«
史

的
0.
必

然

的
)

.
要

素
 

.;
'

學

，的̂

觀
‘察
す
る
の
.必
要
.を
强
_

し
れ
の
で
あ
る
广
併
し
乍
ら'勿
論
、
靡
史
的
現
象0
国
#
關

係

を

全.然
，
自
然
的 

地

：
理

的

條

伸

：
か

ら

.の

.み
導
&

出
亭
>
§
.
し
^

の
で
は
^

い
。：
被

常
に
益
々
彼
を
生
め
々
土
拠
か
ら
解
放
せ
ら
れ
る

」

^
亲

つ

9
彼
妃
依
れ
ば
、「

人
類
の
往
家」

V」

し
て
考
■へ 

:
6
れ
る
地
球
は
、
人
调
が
彼
の
作
つ
た
新
し
さ
機
關R
依
つ
て
環
境
k
對
す
る
新
し
さ
關
係
^
自
ら
を
適
應
せ
し
む 

:■
$

事
^
依
-
、̂
之
れ
€
同
時
^
地
球
そ
の
も
の
、
蒙
る
變
你
ど̂
依
令
、
決
し
て
畴
ー
.
の
も
の
ビ
し
て
停
北
し
て
居 

名

ぃ

。
人
間
は
ハ
常̂

益

々

此

の

地

：
球

^
慣
れ
翻
し
み
ノ
愈
；々
：益
々
之
：れ̂
謂

す

る
.。
斯
く
て
、
密
«
る
適
合 

.

S賢
明
な
る
利
用
-ぎ
R
ょ
つ
て
、
彼
等
の
：關1

^
增
大
せ
し
0
る
め
で
あ
る
9(
註
$
 

■

の
：择
與
'1
,
た
る
賭
糊
鶴
を
踏
襲
し
、
麥

备”の
'歷
史
觀
の
影
響0
下
^
於
て
、.
這
鑌
の
見
解
を
廣
汎
な
る.

人
類
學
地
理
的
膝
史
規
の
-
中
に
總
括
し
カ
る
も
の
は
^

ユ
&

ユ
&

^

&

^

で
ぁ
る
。： K

a
t
z
e
l

は
'其

の

著
s A

n
t
.
h
r
o
p
o
-

 

货
0
。
潜

11ー0.

ぐ
に
於
て
'
日

く

「

斯
學
敁
人
瀕
を
包
含
す
る
地
球
を
探
究
す
る
も
の
で
ぁ
/
る
。
實
R

人
類
の

生
活
は
之
：
 

K
 

0
物
及
»

物
の
生
'活
が
然
炉
ぁる
如
く
、
殆
ん
ざ
地
球
か
ら
分
離
I

て
.
考
察
す
る
.事
は
相
來
な
い
。
地
球
と 

ー
其
の
.
上
^

生
.
じ
且
っ
存
續
す
る
人
類
生
活
ビ
の
間
の
.交

互

關

係

，
は

"

.
兩
者
の
.
必
然
的
鋪
環
に
.依
り
特
殊
の
硏
究
對
象 

^

#

ら
な
け
れ
ば
.な
ら
.な
い
。
さ
て」

此
.の
問
題
の
地
^ ̂

同
時
^
最
も
接
近
し 

眷

為

方

面

で

ぁ
.
.る
'。

斯
學
の
意
_

は
、
自
然
、

環
境
、

場
所
^

«

し
て
.
居
名
も
：の

气

.
人
間
^

屬

し

て

居

る

‘
も
 

の
ビ
が
常
に
比
較
せ
ら
れ
る
所
®

行
程
に
存
し
て
居
る
。
同
.
じ
形
0
岩
壁
.
％
^

^

同
じ
形
で
波
.浪
を
擊
碎
し
て
®

る 

-;
m

く
、

一
定
の
自
然
的
條
仲
は
、
，人
類
生
活
の
運
動
^

對
し
、
常
^

一
 

定
の
方
向
を
示
し
、
成
は

其
れ
を
永
續
的
な 

ら
し
め
或
ょ
同
樣
の
意
味
で
_

限
せ
條
仲
ミ
を
與
へ
る
"

此
の
事
は
"

そ
れ
が
個
々
の
歷
史
的
事
#

の
た
め
の
場
所 

で
め
る
せ
い
ふ

事
以
上
.に
遙
か
に
大
な
る
意
義
を
示
し
て

居
冬

。
此
は
人
'民
の
脎
史
の
變
化
に
於
げ
る一

の
永
久
性 

で
ぁ
る
。
海
洋
の
然
る
如
く
、
人
類
は
.
同
様
、
地
球
^

其
の
稂
柢
を
置
い
て
居
る
。
此
の
ニ
つ
の
も
の
は
最
も
狂
暴 

な
る
嵐
の
後
、
そ
の
自
然
中
^

橫
は
れ
る
結
合
^

依
つ
て
再
び
密
接
^

結
び
付
く
の
で
ぁ
る
=

國
家
は
自
然
k

縛
ら 

n

x

唐

; ^
^

,
い

ふ

か

の
P

ユ

ぎ

ぼ

の

言

葉

は

單

な

る

譬

喩

以

上

の

毛
^

V」

し
て
想
起
せ
ら
れ
る
。
人
调
が
ょ
り 

高
：会
著
眼
點
代
立
つ
て
據
輿
を
減
察
ず
.る
：な
£

ば
、
：̂

;0
垂

の

減

れ

が

泡

耷

0
所
の
河
床
が
>
實
ば
確
固
た
今 

殆
虎
不
戀
的
^

河
宋
で
ぁ
a

事

が

1
層
：明
か
^

な
名
で
.
ぁ
&

ぅ、そしで人は歷史

-

^

^
於
け
る
地
理
的
要
. 

素
の
.

#

要
を
認
め
'る
で
：め
：6
5
.
0

」

此
0
事
を
甚
.礎

S
し
.
て
«

史
的
«

過
の
.自
然
的
^

:

:
を
：硏
究
ず
る
所
比
斯
學
の
.
重」 

要
性
％

存

--
(
>
そ
居
る
の
で
‘
ぁ
.る
。」

谨

;3
.
:
- 

:一.

:

0

^

.

$

^
 

^

5

§

:

蟲
购
她
貍
的
霞
の̂

^
的
者
察
：
 

$

m

r
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*
:0
言
.奴
侬
っ
て
.

訖̂
2
€
1の
.態
度
は
自
ら
.明
か
で
ぁ
ら
ぅ
。
而
し
て
彼
の
歷
史
觀
は

H
e
a
e
r

の
歷
史
観
の
哲 

學
的
な
.る
た
此
む
て
遙
か
k
經
濟
學
的
^

ぁ
^

I，
°
彼
は
或
國
；民
(&
^

つ
て
居
住
：せ&
れ
.る
地
_
的
生
活
環
境
が
、
f 

、
の

醤

め

廣

狹
3
居
住
祀
適
す
る
の
轾
度4 

.
土
塊
の
形
態
乃
至
そ
の®
成

狀

態

摄

つ

：て' 
如
何
に
著
る
し
ぐ
人
口

.の
密
度
や
驚
の
經
濟
的
生
活
方
瘗
及
び
交
易
關.係

代

繼

し
!>
商
時
^
社
會
的
政
治
的
組
織
に
影
#
す
る
か
を
論 

述
し
て
居
.る
。(
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四)

此
黏

u

關
す
る

&

緊
マ
の
見
解
に
就
て
は
や
‘

雜
細
の
肪
：述̂

必
要

«

す
る
‘

け
れ
ど
も
本
文
の
愈
々
冗
長
こ
1 :
-

厶』

恐

、

'.

ルI

し
て
後
日
の
機
會|̂
讓
る
と
？| -

1

た
-°

へ
；

- 

'

.
.'
■
■'
 

ノ 

$ 

.

.

.

以
土
筆
考
は
、.：
外
界
の
自
然
.的
環
境
：が
^
間

の

社

會

生

活

及

び

其

の

歷

史

的

發

展

^
及
ぼ
す
影
響
^
,

す

る

見̂

:

が
如
何
な
る
徑
路
を
迎
つ
て
礙
達
し
た
か
は
就
い
て
少
し
く
.歷
史
的
考
察

5 :

加
へ
た
。
即
ち
、
'其
の
初
め
自
然
的
地 

理
的
環
墚
'の
影
響
は
專
ら
身
體̂

及
枕
す
も
の
4
し

て

，
の

み

觀

察

せ

&
れ
.た
の
が
、
後
^
,深
っ
て
、
そ
は
直
接，

、
|« 

•0
勞
爾
手
段
又
は
生
活
方
法
を.規
定
す
る
も
の
で
ぁ.る
ど
の
見
解
^
導
か
れ
、
而
も
畢
竟
此
の
自
然
的
環
境
が
人
類 

の
«
史
傲
發
展
を
決
定
す
る
最
大
の
要.因
で
ぁ
る
ど
の
觀
念
か
ら
所
謂
人
類
學
地
理
篇
史
觀
を
建
設
せ
ん
ゴ

す
る 

:

企
て
が
生
じ
たW

い
ふ
事
を
瞥
見
^

%
。
勿
論
後
代
^
於
て
は
、
其
等
の
論
者
の
間
：
^
於
て
も
、
人
間
の
能
力
及
び 

勞
働
方
法
が
自
然
^
反
作
用
を
及
ぼ
し
、
從
つ
て
自
然
的
環
境
を
變
化
す
る
ど
い
ふ
魂
解
が
著
'る
し
く
重
視
せ
ら
る

、

k
至
つ
た
の
で
あ
る
け
れv

を
、
其
れ
に
も
拘
ら
ず
、
自
然
的
地
瑰
的
環
熾
を
以
て
社
會
的
發
展
の
決
定
的
原
因 

i

M
る
因
果
說
は
、
甚
だ
有
力
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。

.'
■(

然
る
化
他
方
に
於
て
は
、
自
然
的
事
情
が
社
會
的
變
動
を
成
は
促
進
せ
し
め
或
は
®
緩
せ
し
め
る
重
大
な
る
原
因 

な
.る
乙

ヾ

」

は
之
を
誕
(/
る
も
,
之
れ
の
み
を
以
て
、決
定
的
原
因f

ミ
す
る
議
論
と
は
芷
に
反
對
^
、
寧
ろ
砒
會
的 

::

環
境
が
自
然
'k
及
ぼ
す
反
動
的
影
響
を
以
て.遙S

R
重
要
視
す
可
名
も
の
：な
り

VJ.

す
る
‘見
解
が
生
じ
^
。玆U
於
て〜

 

社
#
的
進
步
代
於
ける
自
然
吖
諸
要
素
の
意
義
を
專&
强
*

力
說
す
る
在
來
0
寧
說
.は
：、
著
る
し
く
制
限
せ
：ら
れ
る 

の
で
あ
る
？
例

へ

ばBa
g
e
h
o
t

が

s Physics 

a
n
d

 

p
o
l
i
t
i
c
^

R
於
て
、「

往
昔
の
論
者
は
、
氣
候
、
否
寧
ろ
土
地
、 

海
洋
、
空
氣
及
び
自
然
的
條#
の
總
和
^

依
^.
直
接
的
影
響
が
人
々
及
び
諸
人
種
の
分.化
を
.生
せ
し
め
た
S
想
.像
し
. 

た
。
奋
し
て
其
れ
は.甚
だ
自
然
的
な
觀
念
で
あ
つ.た
が
經
驗
は
此
の
：事
實
を
否
定
し
て
居.る」

(

f

i) w
s

s
、

M

に 

「

氣
候
は
明
か
に
'國
民
を
作
る
力
で
，
.ぼ
な
い
：。
何
ど
な
れ
ば
氣
候
：は
常
に
斯
の
如.き
ヵ
て
は
な
く
、
旦
つ
國
民
は
蹄

 々

氣
候
の
カ
を
借
ら
す
し
て
形
成̂
ら

れ

る

か

'
ら

で

あ

-る」
(

胜
.ニ)

s
r
じ
、
自
然
的
耍
因
■.を
過
重
す
る
r
說
に
0
し
て 

經
驗
に
甚
.ぐ
反
■證
を
列
擧
し
て
之
を
駁
擊
す
る
が
如
き
は
、
問
題
の
性
質
上
姑
ズ
之
を
除
外
す
る
ミ
し
て
も

、sp
e
H
e
r

 

:

紙

會

現

象

を

左

右

す

：
る

要

：因

6
し
て
"

氣
候
、
土
地
、
動_
物
等
の
有
機
的
無
機
的
環
境
に
®
し
て
第
二
次
的
の 

要
素
又
は
«:
會
的
荽
素
を
擧
げ
，
進
步
せ■る
社
會U

於
て
は
此
の
後
考
の
，意
義
遙
炉
に
大S

3
 

V」

指

摘

せ

.
る

一

事

の 

如
&

は
、
決
し
て
之
を
看
過
す
る
事
が
出
來
な
い
で
あ
ら
ラ
？

S
p
e
n
c
e
r

は
、
社
'會
が
其
の
有
機
的
無
機
的
環
境
に
對
しt
進
步
的
の
變
化
を
興
へ
る
ミ
い
ふ
事
を
«
示
し
て
居 

る
。
例
へ
ば
氣
'«
の
_

化
：は
'山
林
の
開
拓
、
沼@
地
の
排
水
乾
燥
：に
依0
:て
惹
起
せ
ら
る
可
く
"
有
用
植
物
の
栽
培

、
笫

十

九

卷(

1
0
.六
九)

：
：H
然
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地：

现
的
锲
境
の
經
濟
學
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笫
七
.號

!r
i



笫
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1
0
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’ 

&然
的
地
现
的
環
境
の
經.濟
學
的：

考
察 

第

セ

號

ニ

买
 

•

.を
以
て
有
用
な
ら
ざ.る
植
物
に
代
^

有
用
植
物
0
良
：種
を
次
第
妃
增
加
し> 
又
.新
有
用
猶
植
物
を
狭f

る
等
の 

事
ね
依
つ
て
、
植
物
の
输
類
ミ
量
：
.で
を
1變
じ
得
可
く
、.
同

樣

に

動

；
物

：
辦

に

對

；
し

.て
，
は

有#
®)
物
の
驅
除
戈
は
撰
緘
，

有

用

種

：
の
.飼
.育
、
外
國
«
の
«|
化
等
.に
.依
つ
そ
之
れ
が
量
さ
質
ど
を
變
じ
得
る
で
ぁ
ら
ぅ
。

「

ー
社
會
の
有
機
的
無
機 

的
#

®

が
、
社
會
進
步
の
行
程
に
於
て
如
何
に.不
斷
の
變
化
を
遂
げ
た
か
を
了*V

:

る
^

め
に
は
"
嘗
て
狼
^
椟
め 

名
‘森
若
く
は
野
禽
の
住
め
る
沼
澤
地
で
ぁ
つ
た
所
の
同

1

地
方
：が
，
今
H

>
穀
物
せ
家
畜
€

n
滿
た
さ
る
、、
平
地
に 

な
：つ
て
居
る
せ
い
ふ.此
の
著
大
な
る
對
照.に
想
到
す
る
だ
.
W
1?
充
分
で
：ぁ
条
，
而
じ.て

此

の

變

化

が

最

も

*

'-
@

な

彡
 

:社
會
進
化
の
第
11
次
的
要
素
ど
な
つ
て
居
る
。

」

8
1
1ー

)

，
又
；
日

く

，

「

此

の

諸®
の
超
有
機
的
麻
物
の.秩
序
は
，
各
々
典 

:の
*

に
新
し
き
1(
酈
を
發
達
せ
し
ひ
：る
ど
共
に
、
觅
に
大
な
る
組
織
ド
成
長
し
、
相
a
に
作
用
し
又
作
用
を
，受
け
つ 

:

\:
"異
常
に
廣
大
な
石
、.異
常
^
猶
雑
&
る
，
且

つ

规

齋
.̂
有
カ
な
る
.影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
ぁ
る
。
之
等0
も
の
は
も 

:
:耻
會
進
化
の
遂
出
に
於
て
、
斷
ぇ
中
個
人
及
び
社
會
を
：變
化
せ
し
め
、
同
時

^
又
"
此
の
雨
者
に
依
つ
て
變
縣
せ
ら 

れ
る
。
斯
く
て
之
^

の

:1
>
の
は
> 
次
第
に
、
我
々
が
社
會
其
の
も
の
、
獅
生
部
分
若
く
は
第
二
次
的
の
環
境
.マ

」

し
.て 

,考
察
し
得
可
&
所
の
も
0
を
‘形
成
ず
る
彳
此
の
新
し
会
環
境
は.明
か
.に
、.
本
源
的
の
環
境
ょ
り7P 

■
か

に

軍

要

き

な- 

る
'0
I

然
々
、
遙
か
に
益
々
重
翦
？
な
る
、
蓋
し
元
：來
斯
.の
如
き
社
會
を
打
立
て
る
た
め0

_
碍
ミ
な
.る
，可
&
無 

;

:

.機
的
有
機
的
狀
態
のT-
に
於
て
、
猶
且
つ
高
級
な
社
會
生
活
を
建
設
す
る
の
可
能
が
生
す
る
か
.ら
で
ぁ
る
じ
§

四
ッ 

:「

：.故
に
本
來
の
外
部
的
耍
素
を
觀
察
し
、
之
等
の
及
ぼ
す
影
響
を
鬼
：る
な
ら
ば
、
社
會
進
化
の
初
期
の
階

.段
に
於
て
は
.
• 

其
の
後
の
階
段
に
於
け
る
ょ{
も
、
地
方
的
諸
倐
件
に
依
賴
す
る
事
遙
か
に
大
で
ぁ
つ
た
，、し

い
ふ
事
實
に
到
達
す
る 

の
で
あ
る
o
然
る
に
立
派
に
組
織
さ
れ
、
技
術
器
具
の
豐
富
な
る
、
又
知
識
的
に
進
歩
せ
る
令
日
の
社
會
は

t

幾

多

の
人
工
的
の
拨
助
に
依
つ
て
、
天
惠
乏
し
き
土
地
に
於
て
す
ら
猶
且
つ
繁
榮
し
得
る
の
で
あ
る
弱
き
無
組
織
.的
の 

lh
會
は
»r
ぐ
爲
す
を
#
:な
い
ノ 

e
は
只
管
自
然
的
環
：境
の
恩
恵
に
依
賴
す
る
の
み
で
あ
る
ヾ

」

。(
註
$

.

.

.

.
aに
^
て
菩
人
の
想
起
ず
る
の
ば
、
更
に
一
步
を
進
め

「

經
濟
的
環
境」

が
次
第
に
勢
力
を
占
む
る
に
從

s
「

物 

理
的
環
境」

の
影
響
の
次
第
に
減
ず
可
き
の
理
を
說
け
る•
換
言
せ
ば
«:
會
の
生
產
ヵ
が
.愈
々
發
達
す
る
に
っ
れ
て 

.其
の
.社
會
の
生
產
方
法
が'

一
 

5

地
理
的
範
圍
K
於
け
る
自
然
的
條
伸
か
ら
愈
：々

益
々
獨
立
し
て
行

く

乙

マ

」

を
論
述 

せ
る
、
，

K
a
d

 

M
a
r
x

の
所
說
で
あ
る
。
筆
者
は
以
下
這
般
の
問
題
に
關
す
る
限
り
に
於
：て
彼
の
社
會
進
步
學
說
を
覼 

ひ
、
少
し
く
詳
細
に
亘
つ
て
之
れ
が
考
察
の
筆
を
進
め
ょ
ぅ
ど
風
ふ
。
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.六

M
a
r
x

R
據
れ
ば
、
社
會
の
：眞
の
諶
礎
は
沄
ふ.迄
も
な
く
經
濟
的
構
造
文
は
經.濟
的
組
織
で
あ
る
。
此
の
遨
礎
の 

上
に
法
制
上
及
び
政
治
上
の̂

層
建
築
が
構
成
せ
ら
れ
、
又
一
定
の»

#

意̂
識
|

^
が
適
#
し
て
居
る
の
で
あ
る
。 

然
ら
ず
或
時
代
の
S
濟
組
«
ビ

は
何
て
あ
る
か
ヾ」

云
ふ
に
、
其
の
時
代
の
生
產
ヵ
の
發
展
階
段
に
適
應
す
る
所
の
生 

•

產
關
系
の
總
和
て
あ
る
。
所

で'^
3̂

:
に
依
れ
ば
其
の
經
濟
組
織
の
內
部
に
於
て
生
產
ヵ
が
次
第
に
發
逯
成
長
を
遂 

げ
る
結
果
t

v
、
從
來
保
っ
て
來
た
所
の
生
靈
係
せ
の
適
合
が
必
然
的
に
破
れ
る
、
換
言
せ
ば
、
生
產
力
が
變 

第

卞
九
怨(

ー
〇
七
1)

.

自
然
的
：親

製

境
S

濟
'

I
者
察 

笫

七

號

I 

ニ
七



第

十

九

卷(
1
C

七11)

自
然
的
地
域
的
瓌
境
の
織
濟
擧
的
考
察
 

第
七
號

ニ
一
八 

化
す
る
：e
典
に
必
然
生
產
方
法♦か
變
化
す
る
.

S

で
あ
つ
て
*
此
の
事
に
依
つ
て
又
：生
摩
關
係
の
變
動
が
起
り
、
之
れ 

ど
同
時
に
ー
切
の
祉
會
關
係
の
變
化
が
生
令
る
事
に
な
る
の
で
あ
る

O

故
に
®
竟
社
：會
ー
切
の
變
化
の
根
本
的
原
動 

力
i
な
る
も
の
は
社
會
の
注
產
カ.の
變
動
で
あ
る
。

;
,

社
會
進
化
の
考
察
が
.斯
の
如
き
見
解
を
鹈
礎
と
し
て
な
さ
れ
る
場
合
に
於
て

，
，

»

#

,
一
 

切
の
變
化
を
左
右
す
る
程 

の
斯
く
も
偉
大
な
る
力
を
持
つ
生
齑
カ
ミ
は
果
し
て
何
て
あ
る
か
ど
い
ふ
事
が
先

.づ
問
題
：に
な
る
の
は
至
極
當
然
の 

事
で
あ
る
？
而
し
て
唯
物
史.舰
に
於
け
る
所
謂
生
產
カ
の
意S

R
1I
し
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
其
の
も
の
、
間
に
於 

て
も
庇
；に
屢
々
喧
し
い
，問
題
ヾ

」
な
つ
た
の
て
あ
る
が
、
未
だ
此
の
字
義
の
解
釋
に
對
し
て
確
然
た
る
定
說
あ
る
を
聞 

，
か
な
い
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら"
之
れ
を
以
て
單
に
技
術
的
槪
念
に
過
ぎ
な
い
士
解
釋
し
て
も

(

例
へ
ばH

e
r
m
a
n

 

G
o
r
t
e
o
、

又
物
質
的
生
產
ガ
ど
は經
濟
的
勞
働
の
全
物
質
的
要
素
，の綜

合

で

あ

るV」

定
義
し
て
も

(
T
u
g
a
n
-

 

B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
s

®

に
又
、

社
會
の
物
質
的
生
產
カ
ど
名
付
く
る
所
の
も
の
は
其
の
社
會
に
.於
け
る
注
康
躲
具の

暈 

き
勞
働
力
の
量
V
Jを
包
括
す
る
：と
說
明
し
て
も

(
B
u
c
h
a
d
n
)
、

總
て
彼
等
は
、
生
産
力
の
意
義
を
最
も
廣
く
解
釋
し 

て

「

社
龠
的
生
產
行
程̂

入
i
込
む
所
の
總
て

の
力
、
即
ち
抜
«

ど
勞
«
さ

自
然
さ

の
三つ

： .

の
生
產
カ」 ：；

の
.線
合
な 

說
く 

Heinrich 

C
i
m
o
w

 

V」

共
に
、一

切
の
社
會
的
關
係
の
發
達
を
規
定.す
る
も
の
i
し
て
の
生
產
力
の
發
達 

が
，、
«

び
社
會
的
條
件
に
依
つて
制
約
せ
ら
る
、
S
共
に
、
就
中
自
然
的
地
理
的
條
伸̂
依
つ
て
著
る
し
く
制
約
せ' 

ら
れ
.る
ぞ
い
ふ
一
事
は
之
を
認
容
せ
ざ
る
：を
得
な
い
で
ゐ
ら
ぅ
。
勿
論
社
會
的
條
仲
が
其
の
社
會
の
生
產
カ

R
及
：
 

ぼ
す
反
作
用
沄
々
の
問
題
は
、

マ
ダ
ク
ス
主
義
の
立
場
か
も
^

へ
ば(
マ
ル
ク
ス

虫
義
に
對
す

る

批
判
的
立
場
か
ら 

云
へ
ば
自
ら
別
箇
の
間
題
て
め
る
が
：
>、
左
程
韋
耍
な
る
：間
題
で
は
な
い
か
：も
知.れ
な
：い
0
併

し

自

然

.的

地

理

袖

條

伸

I
1：I

11III1
IP
S
I
I
I
1sf-

I1I1I
議
I1
fa

|

[!
f：!
I1
1
!

e
b

生
產
力
と
.
の
關
係
R

至
づ
て
は
然
か
く
簡
填
で
は
な
ー
い
。
故
^

^

121を

自

身

：も
‘
亦
此
の
.問
題
に
關
說
す
る
事
決
し 

て
少
な
く
な
い
の
で
^

る
。

睞
に
筆
者
ば
本
文
の
冑
戚̂

於
て
、
人
間
が
自
然
に
對
す
る
ニ‘重
の
關
係
を
指
摘
し
た
。
即
ち
、
ー
.方
^
於
て
は
" 

人
翻
及
び
人
類
社
會
は
畢
竟
自
然
ど
い
ふ
亙
大
な
る
總
體
の
一
'部
て
あ
つ
て
，
入
間
の
生
活
は
決
し
て
此
の
自
然
の 

大
秩
序
か
ら
逸
出
し'得
な
ハ
い
ど.い
ふ
點
で
あ
る
。
此
の
點
か
ら~自
然
的
地
理
的
環
境
が
人
間5
生
活
を
決
定
的
^
制 

約
t

る
i

Q
思
想
が
生
れ
る
.の
^.
あ
る
。
然
る
k
他
方
k

於
て
人
は
、
外
界
の
自
然
を
人®
の
社
會v

レ
對
立
せ
し
め 

て
卷
察
す
5:
。
：.此
の
場
合
に
於
て
自
然
は
人
類
の
欲
望
を
充
足
せ
し
む
る
所
の
物
質
的
手
段
を
不
斷
^
供
給
す
る
外 

界
の
存
在
<

あ

ぢ

故
^

■ 

I

X
 

'

は
言
上
、

「

人
類
^
必
需
品
^
%
直
ぐ£

間
に
合
ふ
生
活
資
料
を
最
初
供
給
す
る
土 

地

(

此
中
に
は
經
_
的
^:
水
も
含
ま
れ
る
し
は
、
人®
の
s
iy
j
な
し
R
、
人
間
勢
働
の
.
一
般
的
對
象V」

し
て
存
在
し 

て
居
る
。
勞
働
R
-ょ
C
V
T只
全
地
鍊
マ」

.の
直
揆
0.
.聯
絡
か
ら
引
離
さ
れ
る̂

過
ぎ
.ぬ
總
て
の
物
は
天
然
自
然
^
存
在 

:

す
る
勞
働
對
象
で
あ
る
。-:
:即
も
其
の
生
活
耍
素
た
る
水
か
ら
引
離̂
れ
漁
&
れ
る
魚
ャ
未
開
淼
林
代
於
て
倒
伐
さ
れ 

る
木
材
，
典
鑛
.脈
か
ら
引
裂
か
れ
る
粗
鑛
な
マ

j

が
そ
れ
て
あ
る
.°

•
: 

,

±

地
ば
彼
の
本
來
0
必
德
品
室
で
.あ
る
と
共
. 

^
ま
た
彼
0;
本
來
の
.勞
働
耍
真
庫
で
あ
る
。し®

一)

自
然
は
採
鑛
、
狩
獵
、
耕
作
マ

」

い
ふ
榇
な
勞
働
部
門
^
於
け
る 

直
接
ゅ
勞
慟
對
象
で
あ5 ;
。::
換
言
せ
ば
自
然
は
進
ん
て
加
エ
し
得
珂
き
原
料
並̂
1
聯
の
生
活
要
具
を
決
定
す
る
。

.

.

.
而
じ
て
：Ma

r
x

 k

依
れ
ば
'
全
統1

體
の
、
或
は
相
對
立
す
る‘此
の
ニ
つ
の
部
分
1

外
界
の
自
然
ど
人
類
社
會 

|

を
連
結
す
る
所
の
も
：の
は
人
間
の
勞
働
行
程
で
あ
る
.。「

勞
働
は
：先
づ
入
'ミ
自
然
？
の
：問
の
一
行
程
で
あ
る"
即 

ち
人
が
自
然
V
J
0
.
典
代
謝
機
能
.を
、

彼
自
身
の
行
爲
に
依
つ
て
仲
介
し
つ
、
、
調
節
し
管
理
す
る
所
の
一
行
程
で
あ

笫

十

九

卷(

1
0七
三)

■向
然
的
祂
现
的
淇
境
.の
經
撤
擧
收
考
察
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.第

七

號

r
t
l
o 

る
。
人
は
.一

の
自
然
カ
と
し
て
自
然
物
質
ぞ
の.も
の
^
:對
立
し
て
ゆ
'く
。
人
は
自
然
物
質
を
彼
自
身
の
生
活
に
使
用 

:

し
#
る
形V
占
取
す
る
® .
;
自̂
身
の
現
#:
^
屬
し
.て
居
る
諸
々
の
自
然
ヵ
卽
ち
靡
や
、.脚
や
"
頭
や
、
手
を
述
«
す 

る
げ
彼
は
此
運
動
代
依
つ
七
、
自
身
の
外
部
に
あ
る
自
然
^
働
备
か
け
て
其
れ
を
戀
更
じ
つ
く
、
同
時
に
彼
自
身
の 

他
邀
を
變
更
ず
る
。.彼
は
自
身
の
性
質
の
裡̂

眠
つ
で
居
る
諸
々
0
伏
能
カ
を
殷
開(

し
、
そ
れ
ら
の
力
の
活
動
を
彼. 

自
身
0
支
酤
下
妃
置
ぐ
L°(
驻
$

さ
て
_

つ
て
考
ふ
厶
に
>
社
會
が
«

の
存
續
を
完
ぅ
せ
ん
が
た
め
に
は> 
不
斷
6
、M

a
r
x
.
,

の
所
謂
S
然
物
質
を 

獲
#
し
，て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宪
等
の
も
'の
に
依
つて
人
は
直
接
、
其
の
衣
食«
の
«
歲
を
充
足
す
る
の
み
な 

ら
ザ
>

夫
等
0

も
©

、
助
げ
に
.依
.つ
て
' 
樣
々
苳
る
方
針
の
：卞
に
益.々

氍
<
自
然
&
中
に
穿
入
し
，
斯
く
て
初
め
て 

er
ら
を
自
然
に
逾
應
せ
し.め
、
自
然
を
自
ら
に
適
應
せ
し
め#
る
‘の
て
.あ
^
。
而
も
社
#
が
存
賴
し
#
る
穴
め
に
は 

ff
i

Q

a產
行
程
ぼ
不
斷
に
K
新
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
或
る
 

一■
定
の
時
_
に
成
る
一
定
量
の
小
麥
や
長
靴
や
肌
衣 

等
が
生
‘產
せ
ら
扣
、
此

等
~.
'
切
の
も
0

が
此
時
期
の
間
に
消
費
し
：讖
令
れ
る
も
の
せ
顧
定
せ
ば
、
生
產
ば
I£
k
.時
機 

:

.

 

を
誤
た
ず
し
て
'

1

の
新
し
&
循
環
趣
動
を
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。I

の
循
環
を
以
て
他
の
猶
環
を
持
續
し
踏
餿
ず
る 

.

•所
の
：坐
產
が
不
斷
に
繰
返3
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
循
環.

(
所
謂
生
產
.循
環〉

の
：反
壞
き
い
ふ
立
場
か
ら
考
べ
ら 

-れ
る
所
砂
生
'產
佇
程
は
郎
ち
苒
生
產
行
程
ど
し
て
表
示
せ
ら
る-、
も
0
て
あ
る
。(

阵
最
斯
く
て
社
會
ミ
自
然i

の
間 

の
.代
謝
機
能
の
行
程
は
如
か_

#
的
铒
生
產
，の
行
程
で
あ
る
。，
典
の
行
程
に
於
で
社
#
は八間の勞働ネル

 ̂

I
を
消
費
：し
で
一
定
量
の
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ

I

 

(

自
然
物
質
}
を

?1
#
す
る
。
而
し
て
此
の
場
合
に
於
て
、
消
？

.

ft
る
办
0

S
獲
得
し
允
4

%

’.
の
'ミ
の
窣
額
が
明
.に
全
社
會
0
發
展
に
對
し
で
決
楚
的
：の̂ 

即

ぃ
ち
舭
會
的
勞
働
の
生
產
性(

P
3duktivit

>w»t 

d
e
r

 

geseliscbaf〔I
i
&
e
n

 

Arbeit) 

—

生
：產
•物
の
量
ど
費
さ
れ
だ
る
勞 

カ
0 .
.最
ミ
の
關
係
|

が
‘社
會
0:
發
放
を
左
右
す
る
^
い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ぱ
"
社
#
的
勞
働
の
生 

.產

性

は「

社
會
I

然
ど
の
間
の
全
寒
額
を
表
示
す
る」

.
も
の
で
'あ
る
か
ら
> 

も

れ

はr
®

境
き
組
織v

の
間
の
交 

瓦
關
傲
の
.滞
示
器
で
あ
る
。
.其
は
環
境
に
於
け
る
此
鈕
織
の
地
位
を
決
定
し
、
其
の
鐵
化
ぼ
社
曾
の
蚤
內
部
生
活
に 

k

け
る
必
然
的
變
化
の
方
向
を
指
示
す
る」

。
S

四)

;:

:

然
る
に
此
の
社
會
的
勞
働
の
生
：產
性
を
犮
右
す
る
も
の
は
、
言
ふ
迄
も
な
く
、
社
會

0.
物
質
的
生
產
ヵ
て
あ
る
。

:

:

.:

若
し
も
敗
々
#

或
る
社
會
が
幾
何
の
：生
產
力
を
有
し
て
居
る
，か
を
知
る
.
#ら
ば
"

此
の
.事
•に
依
つ
て
"
社

會

.的

勞

働
 

の
生
產
性
が
如
.何
で
あ
る
■か
，
如
何
な
る
程
度
迄
社
會.が
自
然
t
支
®
し
"
如
何
な
.る
程
：I
S
2II
:
會
自
ら
が
酉
然 

適
應
し
て
居
る
か
、
S?
し
い
ふ
を
知
る
。例へば、生產カ

Q

進

步

發

逄

が

行

ば

れ

ず

>

«:
會

的

勞

働

の

生

產

性
 

が
同
，！.の
狀
態
に
停
®

し
て
居
る
場
合
を
想f

れ
ば
其
處
で
行
は
れ
る
苒
生
產
は
同
.一
の
基
礎
の
上
に
常 

.に
同
マ
の

§

を
反
覆
す
る
所
の
眾
純
再
生
產
で
あ

〈

る
"

|

斯
0
如
，き
社
會
.で
»
進
歩
も
進
步
も
行
は
れ
な
い
で 

:

あ
ら
I

此
の
場
合
社
會
？
自
然
さ
の
關
係
は
固
筮
的
の
平
衡
を
支
持
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
生
產
ヵ
の
發 

'

達
.增
大
し
.た
る
：場
合
如
何VJ,.

い
ふ
に
、
玆
で
は
社
#
的
勞
働
の

一

部
が
解
放
せ
ら
れ
て
社
會
的
生
產
の
擗
張
に
轉
向 

3
れ
る
。
即
ち
以
前
に
存
在
じ
て
居
’た
生
產
の
耍
素
が
生
齑
せ
ら
れ
る
許
务
で
な
く
新
し
き
袈
素
が
生
產
の
領
域
に 

探
入
せ
ら
れ
る
。
生
產
は
同
一
の
道
を
繰
返
さ
ず
同
一
の
循
環
を
行
は
ず
し
て

 

>
.ょ
6
廣
汎
に
膦
げ
ら
れ
.る
。

こ

は
 

. 

掀
張
S

坐
產
の
場
合
で
あ
る'!°
此
時
社
會
ミ
西
然
と
のM .
'の
夺
衡t e

積
極
的
な
流
®
關
係
に
II
か
れ
て

居

る

。
即

ち

_

會
ぼ
進
步
す
る
Q
次

に

生

產

ガ

衰

頹

の

場

合

は

全

：然

^

れ
’ど
度
鐵
で
あ
る
。ぺ
此
の
揚
合
：に
於
ー
で
も
勿
論
#
生
«

^
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第

七

號

1
5
1

程
は
同1
の
循
環
逝
動
を
反
镫
し
な.い
の
で
あ
る
が
"
第1

1

の
場
合
せ
は
疋
反
對
に
、
生
產
の
領
域
が
次
第
に
狹
衫 

ら
れ
，
.從
っ
て
社
會
生
活
0
基
礎
は
.次
第
々
々
'に
狹
隘
ど
な
る
。
社#
ぞ
自
然
も
の
間
®
艰
衡
は
新
し
念
®

礎
の
：上 

に
恢
，復
せ
ら
，れ
る
け
れV」

も
、
其
の
寒
礎
は
漸
次.縮
少
せ
ら
れ
'る
。

こ
ば
S
ふ
迄
.も
な
く
社
#

の
衰
颓
を
意
味
す
る 

も
の
で
あ
る
.。®

五〕
故
に
生
.糜
ヵ
は
自
然
ざ
社
會
せ
の
交
瓦
關
係
に»
す〗

る
指
示
器
ヾ」

'な
.っ
'て
居
る
。
そ
は
社
會
的 

發
艇
の
程
度
に
對
す
る
茈
確
な
る
指
示
器
で
あ
る
。

玆
.に
苒
び
生
產
カ
ど
は
何
ぞ
や
ビ
の
問
題
に
逢
著
す
る
の
で
め
る
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
：

5
し
て
"M

a
r
x

が「

骨
の 

遺
物
の
_
造
が
姊
に
亡
.び
_

っ
た
動
物
種
屬
の
身
體«
織
の
認
_

に
對
し
.て
#
ず
る
其
0
同
じ
重
製
性
を
、
勞
働
耍 

具
の
遺
物
は
賊
た
亡
び
去
っ
て
諸
々
の
經
濟
的
社
會
形
1

0
判
斷
.に
.對
し
て
.有
.し
て
居
，る
。
何
が
造
ら
れ
る
か
で
な.

,
ぐ
"

如
何
に
し
て
、
如
何
な
る
勞
働
製
臭
を
以
て
造
ら
れ
る
か
。

諸
々

0

經
» '

的
時
代
を
區
別
立
て
る̂

斐
ハ)

£
1

 一！！

:
っ
.て
居
る
語
に
依
つ
て
，
雲

B

脅
の
物
質
的
生
產
ヵ
ど
社
會
的
勞
働
の
生.摩
性V」ば

#:

び

技

術

に

依

っ

て

表

示

せ
 

れ
る
、
即
ち
社
會
的
勞
働
器
具
の
組
織
即
ち
社
會
の
技
術
が
社
會
的
發
展
に
對
す
る
正
赚
な
る
物
爾
的
指
示
器
を
形 

成
す
る
も
の
で
あ
-る
ミ
い
ふ
事
だ
け
は
、

少
く
 

e
も
言
は
れ
#る

！！

で

あ

る

。

實

に

接

■
の

發

明S
之

れ

が

利

用

ど
 

.
,，
に

依

っ

て

、

人

は

他

の

：
動

物

種

*
を
超
え
て
自
然
を
征
服
し"
自
然
に
對
す
る
能
動
的
適
應
を
完
成
す
る
。
故
に
此 

I 

’の
氣
味
.に
於
て
又
"
，
社
會
の
進
步
は
：常2

技
術
の
發
達
に
依
存
す
る

V」

い
ふ
事
が
言
味
れ
#

る

。

近

世

資

本

主̂ 

產
業
組
織
の
、下
に
於
，け
る
.未
曾
有
の
技
術
的
進
歩
は

 

> 資
本
家
，が
最
早
や
之
を
利
用
し
#
ざ
る
程
度
に
迄
生
產
力
の 

未
曾
^

め
發
達
を
成
長
せ
し
め
た

•>」

ば
、M

a
r
x
.

の
屢
々
言
明
す
る
所
で
あ
る
。
然

ら

ば

M
a
n
e
.

は
此
の
姚
灼
た
る 

棱
俶
的
成
’功
に
肢
惑
せ
ら
れ
て
、
生
產.ヵ
に
對
す
る
段
然
的
地
现
的
條_
#の
：
制

約

：を
_

覦
し
た
の
.て
あ
ら
：ぅ
か
。
取
.

實
は
，全
く
之
れ
に
反
す
る
.が
如
ぐ
で
あ
る.0_

*

. 

' 

fil

)
w
a
x
l

 

M
a
r
x

 ; 

D
a
s

 Kapital.L 

w
d
. 

v
c
l
k
s
a
l
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S
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岛
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p
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.

社
會
的
稗
生
產
行
程
を
以

)

て
社
會
ご
自
然
ミ
の
間
の
代
謝
機
能
の
行
程
な
り
マ

」

し
て
考
察
す
る
事
前
述
の
如
し
ど 

せ
ば
、
我
々
は
又
、
自
然
的
地
理
的
條
件
が
ニ
重
の
關
係
に
於
て
之
を
制
約
す
る

^
い
ふ
事
を
容
易
に
看
取
し
得
る 

の
で
.ぁ
る
。:
第
一
に
、
自
然
肚
直
接
、
欲
望
を
充
足
す
る
た
め
の
"生
活
資
料
を
供
し
*
又
此
の
目
的
の
爲
め
に
進
ん
で 

加H

し
#
可
き
原
料
を
供
す
る
。
第
二
に
，
自
然
は
生.產
要
具
の
た
め
の
原
料
を
決
定
す
る
。

M
a
r
x

は
之
を
次
の 

如
く
述
べ
て
居
る
。

「

社
#
的
生
產
の
多
か
れ
少
な
か
れ
發
達
し
た
る
姿
容
は
暫
く
措
き
"
勞
働
の
生
產
カ
は
諸
々
の 

自
然
條
仲
ざ
結
合
し
て
馬
る
。
之
れ
等
の
條
件
は
總
て
、
人
種
.なW

の
如
^

^
人
間
そ
れ
自
體
.の

性

質

ご

"

人

間

を
 

閛
繞
す
る
自
然ゲJ

レ

に
歸
す
る
辦
.が
出
來
る

。
外
部
的
自
然
滌

#

は

，

經
濟
的
に

.

は
一
.一
箇
の
大
部
®

に
分
か
た
れ
る
。 

邦1

は
生
活
資
料
の
商
：然
的
富
源
，
即
ち
肥
沃̂
る
土
地
"
錄
類
に
富
む
河
海
湖
沼
な
く
第
ニ
は
活
潑
な
る
落
：流
> 

航
行
し
得
可
^
河
川
"
材
木
、
金
璐
"
右
炭
な
の
如
き

"
勞
働
®
具
の
自
然
的
富
源
.之
で
ぁ
る
。
J

s 
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自
然
的
地
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經
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的
考
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笫
士
號
一
三
四

.Pi
e
c
h
a
n
o
w

は

， M
a
r
x

の

「

律
*

力」

^
於
け
る
肖
然
的
倐
件
：の
制
約
：
.を
最
も
强
く
指
摘
し
て
居
る

•'

日
ぐ
、 

「
M
a
r
x
,

は
鏃
濟
的
發
逄
の
，問
題
を
、
社
會
的
生*
力
の
斑
達
®
因
の
問
題
に
»
#
せ
し
めて
®

る
o
而

し

て

終

.周

の 

形
式
に
於
て
、
ji
t
h會
的
，生
產
カ
は
先.づ

第一
:

に
"
自
然
：的
地
现
的
關
係
を
指
示
す
るt

に
依
り
て
解
決
せ
ら
れ
る

」 

s
o 

<

1彼
は
說
明
し
て
言
ふ
、3
然
の
«
造
は
> 

人
間
の
.欲
望
充
足
R
役
立
っ
自
.然
產
：物
0 '
性
質
を
決
定
す
る
ミ 

同
様
に
、
人
間
が
同1

目
的
の
た
め
に
康
出
す
る
生
產
物
の
性
質
を
規
定
す
る
。
例
へ
ば
金
扇
の
存
扭
し
^
い
所
て 

は
，
人
は
自
己
の
ヵ
を
以
て
所
謂
石
器
時
代
の
限
界
を
_

ゅ
る
事
は
出
來
な
い
。
同
樣
にM
始S

獵

.民

や

原

始

狩

獵
 

民
：が
牧
畜
及
び
耕
作K
移
6
得
る
た
め
に
は
、
興
れ
に
適
應
せ

.：

る
自
然
的
地
裡
的
關
係
即
ち
一
定
の
植
物
及
び
動
：物 

.が
必
要
で
あ
る
。
併
し
管
に
之
れ
の
み
に1[
:
-ま
ら
な
い
。
旣
に
最
も
低
き
文
化
階
段
に
於
て
、
各
®
族
は
相
瓦
に
接
觸 

し
て
其
の
產
出
物
の
多
く
を
交
換
し
て
居
る
。
此
の
事
に
依
っ
て
、
各
種
族
の
生
產
力
の
發
達

k

影
響
す
る
所
の
自 

然
的
地
理
的
環
境
の
限̂

は
擴
張
さ
れ
、
從
っ
て
發
達
の
速
度
も
亦
高
め
ら
れ
る
。
自
然
的
地
理
的
事
情
が
此
の

® 

系
を
容
易
に
し
又
は
困_

に
な
し
得
る
こ
さ
は
至
極
明
白
で
あ
る
。
旣
に

H
e
g
e
l
.

は
.：河
流
及
！

S

海
徉
は
人
間
を
結
合 

.
せ
し
む
る
が
山
脈
は
之
に
反
し
人
間
を
分
離
せ
し
む
る
ど
述
‘べ
た
。
徂
し
海
洋
は
此
較
的
高
度
の
生
產
ヵ
の
發
達
階 

段
に
於
て
の
み
人
問
を
結
合
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
が
低
度
の
發
逄
階
段

^
於
て
は
"

が
芷
し
く
指
示 

;
M

せ
る
如
く
、
海
洋
は
反
っ
て»
族
を
分
離
せ
し
め
彼
等
の
相
瓦
關
係
を
困_
な
ら
し
め
る
も
の
て
あ
る。
§
3

何
れ 

に
も
せ
ょ
、
自
然
が
多
樣
で
あ
れ
ば
あ
る
程
生
產
ヵ
の
發
達
を
助
勢
す
る
事
は
確
か

^
大
で
め
る
。I

r
x

は
言
ふ
" 

「

社
#
的
分
業
の
自
然
的
甚
礎
を
形
成
し
、
又
人
類
を
園
繞
す
る
自
然
狀
德
の
雜
化
に
侬
り
人
類
を
し
て
自
身
の
欲
：
 

a

s

能
力
、
勞
働
要
具
、
勞
働
方
法
等
を
多
«
化
せ
し
む
る
も
の
は"
土
地
の
絕
對
的
豐
.饒
性
で
は
な
く
て
、
土
地

. 

/

の
差
別
性
即
ち
其
の
自
然
的
產
：物
の
多
榛
性
•で
あ

る
。」

而
も
.自
然
的
地
迦
.，的
關
€
は

單

比

原

始

民

族

に

.
對

し

て

の

み
 

な
ら
ず
、
所
謂
文
化
民
族
に»
し
：て
も
.大
«

る
影
響
を
及
ぽ
す
ぁ
の
で
あ
る
。

「

ー
の
自
然
カ
を
社
會
的
化
制
御
し
、 

節
約
し
> 
人
間
の
手
め
大
规
樽
事
業
に
依
っ
て
始
め
て
之.れ
を
占
有
或
は
馴
致
す
る
必
，
.要
は
"
.產
，業
.史

上

"

最

決

寐
 

的
の
役
割
^
演
ず
る
ら
の
で
あ
る
。
斯
く
て
例
へ
ば
埃
及"

ロ
ゾ\

ル
デ
I
、
和
蘭
等
に
於
-け
る
給
水
調
節
が
其
れ 

で
あ
る
。
或
は
運
河
に
侬
る
灌§
が
-
¥に
必
要
不
可
缺
な
る
水
の
み
で
な
く
、
其
水
の
沈
泥
ミ
同
時
に
山
々
か
ら
鑛 

物
性
.肥
料
を
土
地
.̂
供
給
す
る
所
の
、
印
度\
波
斯
等
に
於
け
る
給
水
調
節
が
其
れ
：で
あ
る
。
亜
刺
比
朋
支
配
卞
の 

西
班
牙
及
シ
シ

リ

丨
^
於
け
る
ま
員
繁
榮
の
秘
密
は
即
ち
運
河
開
盤
で
あ0
だ
。」

£

@

'

故

に

？
：€
&
§
0
名
は
日
く
、
1

^

3
に
.依
れ
ば
自
然
的
條
#

の
作
用
は
、

一
定
の
土
地
に
於
て

J

定
の
生
產
ヵ
の 

藓
磺
の
上
に
發
生
す
る
所
の
生
產
關
係̂
依
っ
て
仲
介
せ
ら
れ
る
、
併
し
乍
ら
此
の
土
地
の
自
然
的
關
係
己
そ
芷
に 

生
產
力
發
達
の
第
'

1

條

仲

て

あ

；
る

：、

マ

」

0 

6

$
 

'

;

(

s

') 

f

•パ
；

ド
 
0
. S，： 45I.
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.

自

然

的

地

：
理
.的
環
境
が
社
會
0

生

產

ヵ

從

っ

て

又

生

：產
：方
法̂
及
ぼ
す
影
響
：に
就
て
の
斯
の
如
き
見
解
は
、 

P
i
e
c
h
a
n
o
w

も
屢
々
指
摘
す
る
如
く
、
旣

R
R
a
t
z
e
l

が
其
の「

人
類
擧
地
现」̂

A
n
t
!
l
r
o
p
o
g
e
o
g
r
a
p
h
〖 e

o

及
，び
A

.
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第

七

敏
1
H六

種
學
，.

(
ごv

&
e
r
k
g
d
e
c

中
に
於
て
表
明
せ
る
所
で
あ
る。o

u
n
o
w

 

.が
、「 R

a
t
z
e
l

の
人
類
學
的
地
理
學
的
見
解
は 

K

U
廣
ぐ
正
し
ぐ
繼
承
さ
れ#
綴
せ
ら
れ
て
直
接
f

x

の
a
會
的
歷
史
的
觀
察
に_

炉
れ
て
居
る
.

S?

述
べ 

一

て
居
る
の
も
、
恐
ら
く
此
點
を
指
示
し
た
る
も
の
で
あ
ら
>

?

«

%

1

\

^

只

の
^
も
力
說
せ
んV」

す
る
所
は
"
所
謂 

自
然
的
：婴
素
は
其
れ
の
•み
に
て
全
然
作
用
す
る
乙

€
な
く
、
其
れ
が
經
濟
行
程
の
 

一
•
成
部
分
で
あ
る
限
り
に
於
て
、 

即
ち
；
れ
が
勞
働
ヵ
及
び
技
術
き
共
に
經
濟
の
中
に
置
か
れ
て
始
め
て
作
用
す
，る

^
看
做
し
た
る
點
で
あ
る
。

「

所
謂 

.
地
理
的
要
素
は
、
其
れ
がT
定
の
地
理
的
範
圍
の
住
比
に
生
活
必
需
品
を.供
給
し
、
又
彼
等
.の
經
濟
的
方
法
に
影
響 

.す
る
.限
i
に
於
て
の
み

、
此
の
住
.民
の
發
展
の
た
め
のニ

要
素
で
あ
る
。
併
し
發
展
が
菅
に
其
の
社
會
の
中
に
の
み 

.行
ば
れ
中
しV

同
時
に
.
一
定
の
領
域
.の
上
に
行
は
れ
る
上
て
も
、
而
も
歴
史
を
作
る
も
の
：は
.此
領
域
の
自
然
で
は 

.な
く
て
、
其
の
自
然
さ
協
働
ず.る
所
の
人
間
で
あ
る
。
自
然
は
發
展'に
對
す
る
前
提
條
件V」

半
段
ど
を
供
す
る
ざ
い 

ふ
事
が
出
來
ょ
ぅ
。
併
し
此
の
茧
段
が
利
用
せ
ら
れ
る
か
如
何
か
、
»
れ
等
の
も
の
が
如
何
に
適
用
せ
ら
れ
る
か
、 

そ
れ
R
依
つ
て
如
何
な
る
効
果
が
得
ら
れ
る
炉̂1
い
ふ
.
.事
は
V
人
間
即
ち
.彼
.の
勞
働
‘行
爲
ど
勞
働
手
段vi

k

侬
存
し 

て

居

る

の

.
で

あ

る

o 

J

(

tl
ニ)

. Tugan-B.aran o
w
s
k
y

が
、「
.マ
■ル
.ク
ス
主
.義
は
.人

間

の

歷

.史
rc
及
ぼ
す
外
^
自
然
の
影
% 

を
拒
む
も
の
で
は
な
いo

併

し
P
P&.t

B
a
r
t
h

が

『

社
會
學V」
し
て
の
歷
史
哲
學』

0
"
 Pbilosophle 

der 

Geschichte 

。：
als. 

s
oziolog〖 e

o

に
於
て
人
類
學
地
理
的
ミ
哼
ぶ
所
の
歷
史
觀̂
は
異
な
{
，
自
然
條
件
の
人
間
に
及
ぼ
す
直
接 

の
影
春
を
で
は
な
くJ
寧
ろ
經
濟
の
‘媒
介
に
依
つ
て
人
間
に
及
ぼ
す
其
の
間
接
の
影
響
を
重
：祖
す
る
總
て
の
經
濟 

.
は

外

界

の

自

然

^
依
づ
て
與
べ
ら
れ
た
る
物
的
甚
礎
の
上
^
其
の
根
據
を
置
い
て
居
る
。
然
る
に
經
濟
の
本
質
は
此 

の
外
'界

，
の

自

然

を

變

E
す
る
點
k
在

る

。

，斯

ぐ

て

經

濟

的

衡

動

に

依

づ

» T

一
 

の

新

しS
人
工
的
環
境
.が
作
ら
れ
、
而

し
て
史
的
唯
物
論
w i

依
れ
ば 
> 
其
の
發
展
"か
人
間
の
歷
史
を
進
行
せ
し
び
る
の̂
め
る」

S

H
ご
、

」

言
っ
て
居
る
の
も 

亦
之
.

yj

同
意
義
で
あ
る
。：

.
而
も
歷
上
的
發
展
’か
自
然
的
地
现
的
條
件
に
依
存
す
る
事
甚
た
大
で
あ
る
マ

」

い
ふ
點
は
決
し
て

g
p
sの
看
過 

し
な
か
：っ.た
所
で
あ
る
。へ
唯
彼
は
、
自
然
的
地
理
的
環
境
の
人
類
社
會
R
及
ぼ
す
影
響
は
：文
化
の
發M

ミ
典
に
次
第 

に
減
デ
る
ぐ」

い
ふ
事
を
.述
べ
て0

£

る
に
過
ぎ
'な
い
。
換
言
せ
ば
、
經
濟
的
環
壇
が
次
第
に
勢
カ
を
占
ひ
る
に
至
っ
て 

(

即
ち
技
術
が
發
達
す
る
に
っ
れ
て

)

自
然
助
環
境
の
力
は
次
第
に
弱
め
ら
れ
る
ど
：主
張
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
.で
あ 

る
。
r
始
#
弋
に
あ
っ
て
は
、.;
恐
ら
く
は
指
然
的
環
境
が
人
間
の
社
會
生
活
に
對
し
て
殆
ざ
決
觉
的
の
影
響
を
與
ベ 

て
居
たW

い
ふ
事
は
、M

a
t
x

ク

j

レ

雖
も
全
然
之
を
济
定
し
な
か
っ
た
所
で
あ
ら
ぅ。
'I
r
tr
に
於
て
記
し
た
る
女
く
彼. 

は
外
部
的
息
條
件
を
經
濟
的
に
：，

一
，
生
活
廣
料
の
自
然
的
富
源
、
ニ
、
勞
働
要
具
の
自
然
的
富
源
の

1
.

一
大
部
類 

に
分
ち
於
る
後
觅
に
言
を
進
め
て
、
其
等
の
與
へ
る
影
響
に
關
し
て
は
へ

「

文
化
の
初
興
に
^

て
は
右
の
^

|
種
修
の 

.g
l
然
的
富
源
が
決
定
的
で
あ\

ょ
り
高
き
發
達
段
權
に
於
て
は
第
ー

一

猶
類
の
方
が
決
定
的
で
あ
る

」

ハ
菌)

ど
い
ふ 

糠
な
所
說
を
な
し
て
居
る
の.で
あ
る
。

'

勿

論

M
a
r
x

は
、
技
術
^
應
用
が
旣
に
最
も
初
期
に
酈
す
る
人
類
の
社
會
に
於
ヤ
存
在
し
て
居
た
事
を
指
摘
し 

て
屈
る
。
日
く
、
一
I1

般
に
勞
働
行
辟
が
僅
か
に
成
程
度.ま
で
發
展
す
る
や
否
や
、
そ
れ
は
旣
に
加
工
さ
れ
ぬ
勞
働
要 

具
を
必
婴
ど
す
る
。
最
古
の
洞
穴
の
中
に
、
我
々
は
石
の
道
具
や
石
の
武
器
を
發
見
す
る
。
加

H

さ
れ
れ
石
や
、
木 

材
や
、
骨
や
、
介
殼
な

V

V
並
ん
で
人
類
史
の
初
期
に
於
て
は
ま
穴"
馴
ら
さ
れ
た
、
：
即
ち
旣k
勞
働
に
依
っ
て
變 

5

,
れ
介
"
飼
狻
さ
れ
た
畜
類
が
勞
働
耍
具t

て
の
主
I

役
目
5

す
る
。」

勞
働
耍
具
の
使
用
及
び
钡
造
は
、 

谘

十

九
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第

七

鑛

I
k
A

萠
穿
狀
態
に
於
て
は
旣
は
成
動
物
種«
の
間
に
存
し
て
居
る
に
し
て.も
>

人
類
獨
特
の
：勞
働
行
程
を
特
徼
づ
け
る
も 

-

の
.で
あ
つ
て
、
從
つ
て
フ
ラ
ン
ク
リ
シ
は
人
間
を
定
義
し
て

『

道
具
を
造
る
.一

動
物』

W
J
fつV

居
る
。」

觅
に
附 

言
し
て
、

「

勞
働
要
具
は
單
に
人
間
勞
働
ガ
の
發
達
の
分
度
器
で
あ
る
ば
か
.々

で
な
ぐ
'、
徼
ま
柁
勞
働
が
典
中
^
行
は 

れ
る
祉
脅
的
辦
情
の
指
示
器
で
あ
る
し

V」
。

S

5
故

^

技
術
を
生
產
カ
同
視
し
、
技
術
.の
發
達
の

み
を
以
て

8

#

 

的
發
腺
を
左
布
す
る
原
動
カ
で
あ
る̂
觅
る
論
者
にV

J
b

て
、
此

のM
a
r
x

の
所
說
は
先
^
筆
者
の
述
べ
双
り
し
所 

ど
は
：甚
だ
矛
盾
す
る
か
の
如<
觀
せ
ら
る
く
に
栩
違
な
い
。
併
し
乍
ら
技
術
を
以
て

「

人
間
勞
働
力
の
發
達
の
分
度 

器」

及
び
：「

社
#
的
事
情
の
指
示
器」

V

あ
る
ミ
萁
つ
て
娀
る
場
合̂

1
を
シ
の
眞
に
意
味
す
る
所
は
舉
竟
"
生
齑 

行
程
に
逾
用
さ
れ
た
る
技
術

*

る
も
の
は
"
生
能
上
の
發
展
が
如
何
な
る
程
度
迄
進
步
し
た
か
、

a

中
人
間
が
如
何 

な
る
程
度
迄
彼
の
欲
望
に
適
す
る
如
く0
然
物
を
變
形
す
る
事
を
知
ぅ
ノ
又
自
然
力
を
利
用
す
る
事
を
知
つ
た
か
の 

尺
度
ど
し
て
役
立
つ
マ
し
い
ふ
著
妃
過
ぎ
な
い
か
ら
、
S

然
的
.條
件
•か
，社
#
的
發
展
の
上
に
'
®
だ
決
定
的
な
影
害
を
持• 

ち
得
るV」

い
ふ
事
と
は
決
し
て
矛
盾
す
る
觀
念
で
は
な
い.。
加
之
、
或
«

術
が
發
明
さ
れ
且
り
應
用
さ
る
\
が
た
め 

に
自
然
的
地
现
的
環
境
が
殆
ざ
：決
定
的
の
影
響
を
有
し
て
居
る
ミ
い
ふ
事
は
小
し
ぐ
原
始
民
族
の
生
活
を
注
視
し
た 

.も
の
.に
は
明
か
な
る
所
て
あ
つ
て
、
技
術
の
發
展
が
次
第
に
之
等
の
束
縛
或
は
限
界
を
脫
し
て
靡
ら
.社
會
的
發
展
を 

左
右
す
る
の
カ
ミ
な
る̂

至
る
の
は
，
同
ょ
り"
人
類
の
文
化
的
發
展
に
伴
へ
る
結
果
で
あ
るS
言
は
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

.

,
o
u
n
o
wは
、
&

^
5
が

其

の「

家
族
、

私
有
財
產
及
び
國
家
の
起
源

」
9

0

3
 

1;ヌ
5
§
叫

0.
9

ぼ
I

ク

CL
e
s 

privateigentllumw 

u
n
d

 

des 

S
t
a
a
t
s

o
に
於
て
、
.

M
o
r
g
a
n

の
：
技

術

的

階

.段
に
依
る
社
#
的
文
化
發
膝
の

分

類

へ

胜f

を
殆
^
其
の
儘
棵
用
し
て
居
る
の
を
批
評
し
て
、
之

は

E
n
g
d
s

自
身
が
技
術vj

自
然
的
倐
件V」

の
關
係
、
及
び
生
.
 

產
行
程
に
.於
け
る
：
一
定
：の
技
術
的
勢
働
手
段0
應
用
は
此
の
行
程
に
於
け
る
二
者
の
適
合
に
依
存
す

V」

の
事
實
を
、 

全
然
明
確
に
し
て
居
ら
な
い
も
の’で
あ
るV」

述
べ
て
居
る
。，
論
者0
見
解
に
，依
れ
ば
"
II
1
I米
刺
加
の
人
類
學
者 

M
o
r
g
a
n

 

(

彼
e
共

に

&

览

-

は
最
も
初
期
の
技
術
的
發»
は

同
1
の
段
馨
經
そ
行
は
れ
^

ビ
い
ふ
祺
を
直
ち
.
 

に
.前
磨
？
し

て

居

る
.0
'
彼
等
の
分
類
に
從
へ
ば"
榖
物
栽
培
の
初
期
及
び
土
器
製
作0
時
代
に
迄
及
ぶ
所
の
、
人
類 

の
全
野
蠻
诗
代(

|

&

&)

.
に
於
て
は
、
其
の
期
間
を
通
じ
て.
|般
に
技
術
的
發
展
が.全

然

同
.«
に
經
過
し
た
0 

で
あ
る
か
ら
、
跄
つ
て
一
儀
の
技
術
的
進*
は
：全
民
族
に
共
通
す
る
も
の★

し

てr

地」

方
性
?:
顧
ft
す
る
こ
ミ
な
.
 

く
し
て」

考
へ
ら
れ
得
る
の
：で
あ.る
。
然
る
^

&
變
時
代
の
後
に
：於
て
始
め
てn
兩
大
陸
の
.天
與
の
相
違」

が
純
濟 

的
抜
術
の
土
：に
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
。：
即

ち

E
n
g
e
l
s
u

言
ふ
、

「

未
開
時
代(

B
a
r
b
a
r
e
o

の
#
長
ど
す
可
き
點
は 

.動
物
の
5
養
飼
育
.艺
_
物
の
栽
培
ざ
で
.あ
る
ヵ
さ
て
東
大

.陸
所
謂
舊
世
界
は
、
馴
養
に
適
し
た
總
て
の
動
物
迄
、
唯 

1
猶
を
除
い
て
培
.養
し
樽
可
き
總
ゆ
る
種
類
の
毂
物
ミ
を
有
し
て
居
た
。
两
大
陸
助
ち
服
米
利
加
は
之
に
反
し
、

.馴 

養
し
樽
可
き
哺
乳
動
物
の
中
唯
©々
馬

だ

け

、

而

も

そ

れ

す

ら

南

部

地

，
方

，の

一

部

が

之

を

有

す

る

に

過

ぎ

ず

、

又
.
一 

切
の
穀
物
の
中
唯
X

ブ
秫
、
_:而

も

：
最

上

の

，
も

の

'即
ち
玉
；蜀
黍
を
有
し
た
に
過
ぎa
い
'。
斯
の
如
く
，N1
然
條
伸
の
.相
違
：

す
も
.結
.果
、
爾
後
各
：半
球
の
住
民
は
各.々
_

の
特
殊
の
行
路
を
進
み
、’個
々
の
階
段
を
限
定
す
る
境
界
標
も
亦
、
雨 

串
球
の
夫
々
に
.依
つ
'て
相
連
す
る
事
に
.な

つ

た
1.
,
,

(

骷
七
'

さ

て
0
§

。
$
の
評
す
ら
く
、
疑
ひ
も
な
く
此
の
說
は
正
當
で
あ
る
。
併

し~
天
與
の
相
51」

は
^
'
w

»ff
H#
ft 

.
に
於
て
も
亦
同
«

に

影

響

を

及

ぼ

し

：
て

居

た

，
の

で

あ

つ
て
9

未

開

時
代
の
階
段
で
ば
此
の
相
違
は
.、

M
o
r
g
a
n

や 
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十
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'
自
然
的
地
理
的
锻
境
の

.經
濟
舉
的
考
察 

笫

七

號

ー
四
〇 

E
n
g
e
l
s

の
假
究
し
.て
居
る
.ょ

遙

か

に

著

る

し

か

つ

た、、
.け
で

あ
る
，
又
V
若
し
も
或
る
技
術
.め
發
生
及
び
適
用
が 

一
定
：，のS
然
の
，前
提
條
伸
ぞ
有
す
る
も
の
マ

」

せ
ば
、
即
ち
特
殊
’の
自
然
的
關
係
が
與
，へ
ら
れ
て
居
な
い
場
所
で
は
其.
 

等
の
技
術
が
發
見
さ
る
：
S
事
，も
な
く
從
‘つ
て
生
活
資
料
の
生.產
に
適
用
さ
れ
得
な
い
も
の
ど
す
れ
ば
、
旣
に
民
族
の 

最
も
低
度
の
糞
階
段
に
：於
て
も.亦
彼
等
の
技
術
は
多
種
多
様
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
！
！
で
あ
る
o
何
ヾ」

な
れ
ば
、 

自
然
的
條
件
は
氣
候
の
：寒
暑
に■依
A
て
異
な
る
、
又
濠
洲
ヾ

」

北
亜
^
_
^
.又
は
?1
|
!細
®
、
申
^
ブ
ラ
ジ
ル
の
原
始
林 

S

0

タ
ゴ
チ
ア
若
ぐ
は
南
亜
弗
利
加
の
原
地

.方VJ.

い
上
.樣
に
各
地
方
每
に
夫
々
異
な
つ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。 

臂
に
動
物
界
及
び
植
物
界
が
全
然
異
種
の
も0

で
あ
.ろ
.許
り
で
ば
.な
く
て
、

一
定
の
武
恶
ゃ
道
具
：を
生
產
す
る
：に
必 

要
#

物
質
、
水
流
の
.關
係
、±
地
の
豐
饒
性
、
其
等0
も
の
が
根
本
的
1;
湘
逾
し
で
居
.る

へ

故

に

若

し

も

自

然

民

族

..の 

技
術
ど
生
活
方
法
ミ
を.各
々
比
較
し
て
見
る
な
ら
ば>
我
々
は
最
も
多
種
類
の
相
違
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
、

w
。

f
i八)

:

斯
< 
て

c
g

o
w

は

、
，技

術

的

階

段

g

依
る
此
の
分
類
が
®
竟
.「

人
類
の
發
展
に
_
す
る

分
類
中
最
も
躁
暴
なる 

假
說
で
あ
ら
て
、
同
時
に‘其
れ
は
分
類
ど
し
て
は
、
從
來
な
さ
れ
ぬ
る
同
種
の
も
の
、
中
で
最
も
人
工
的
で
あ
る

」

ど 

し
て
之
を
排
す
るHa

t
z
e
i

の
論
文(

耗
旮
の1

句
を
引
用
し
、
自
然
民
族
の
技
術
的
發
達
を
常
に
硏
究
し
て
居
：る
も 

の
は
.、R

a
t
z
e
l

の
此
:0
批
評
の
疋
當
を
認
め
ざ
る
を
锝
な
い
マ

」
斷
じ
て
居
る
4

©
复
5
が
殆
^
無
條
件
で
！̂
0ぷ
§ 

i

の
分
類
に
同
意
を
表
し
て
居
る
の
は
、
總
て
の
技
術
上
の
發
展
が
自
然
的
條
俾
に
依
つ
て
制
敉
せ
&
れ
て
居
る
ど
い 

';5

事
を
充
分
認
め
得
.な
か
つ
た
が
た
め
で
あ
る
。
然

る

に

寒
3

は

『

資
本
論』
第
一
卷
に
於
て
常
に
繰
返
し
繰
返 

し
、
良
然
的
條
件
に
侬
る
此
の
制.約
を
指
摘
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
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M
a
r
x

の
唯
物
史
觀
'に
於
け
る
生
產
ヵ
の
意
義
に
關
し
て
は
幾
多
、の
異
說
が
ぁ
つ
て
、
論
者
は
各
自

0
立
場
か
ら 

種

々

务
.解

釋

を

之

，
に

與

へ

て

居

る

ご

い

'ふ
事
は
黎
述
し
た
る
所
で*
る
が
、
賊
に
.生
產
ヵ
に
及
ぼ
す
®
然
的
地
BI 

的
環
境
0.
重
大
な
る
影
響
に
1
し

てM
a
r
x
^
#

の
考
察
せ
：る
所
以
上
の
如.し
ミ
せ
.ば
、
此
0

ー
 

事

を

以

て

し

て

も

、
； 

炉
0
技

術

の

ヵ5:
-
.過
重
視
し
て
恰
も
之
れ

0
み

が

社

：
會

的
.發
達
を
制
約
ず
‘る
唯1;

の
要
因
な
り
w
ft
ず
る
が
如
為
解 

釋C

部1
)
.

の
、如
何
に

M
a
r
x

の
眞
意
を
遠
ざ
か
る.も
の
で
ぁ
る
れ
乂
1!
解
せ
ら
れ
る
0

>
ぁ
る
。

「

外
界
の
自
然
も
亦 

確
：に
：Ma
r
x

の

言

ふ

意

敗

の

生

鸾

ヵ

の

}
.つ
で
ぁ
る
ご(

註

-5 

•併
し
他
方
ょ
4

見
れ
‘ぼ
、
.假
令
自
然
.の
及
.ぼ
す
影
響
が
如
何
に
大
で
ぁ
る
る
じ
て
も
、
.
人
間
が
#
_び
.自
然
に
對
し 

て
與
へ
.る
反
働
的
影
饗
は
又
甚
だ
大1

:
る
0
人
間
は
：其

の

糞

の

雛

過ぐ
し
共
に
、
蜜

®
始
林
I

拓
し
、
：
栽
培

铬

十

九
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1
0
八
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然
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理
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境
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的
老
察
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坞
然
的
地
现
的
潔
境
崖
濟
擧
的
#
察 

.

,

第

七

號

一

四

二 

.を

；行

ひ

、

動

物

：を

飼

：

1

，

成

は

：沼

澤

地

を

乾

燦

む

>
’
.
殖
林
を
行
ひ
"

運
河
を
開
f

る
，S
い
ぶ
様
：S
事
に
依
つ
て 

次
第
々
々
に
自
然
®
辕
搜
を
變
化
す
ハ
る
。
而
し
；て
斯
の
如&
變
化
は
、
旣
に
發
免
せ
ら
れ
且0
之
：れ
が
利
用
‘に
@

^

.

る
所
の
、

一
定
の.抜
術
的
勞
働
要
具
の
發
達
に
依
つ
て
行
は
：れ
る
の
で
あ
る
が
，
斯
く
し
て
變
化
し
た
る
齒
然
的
環 

璨
は
興
び
簿
つ
れ
形
で
人
間
じ
作
用
ず
る
事
に
な
る

0

で

あ

る

。

の
法
意
を
喚
®
す
る
事
ば
、
人
間 

は
其
.の
發
展
0

總
ゆ
る
階
段
に
龄
で
決
し
て
问
ザ
の
方
法
で
齒
：然
の
影
響
に
反
應
：す
各
も
妓
で
は
な
い
ミ
い
ふ
事
で 

.
’あ
る
。..衣
服
や
住
居
の
發
輒
改#

、
野
生
の
‘植
物
や
來
實
，の
栽
培
改
良"
入
エ
的
食
|料
0
生
產
，
有
害
隹
る
傅
染
病 

J

の
絕
_

等
ほ
、依
つ
て
、
人
は
次
第
々
々
ロ
其#

_
然
&
霞

^
影
'響
を
！
彼
自
身
の_

質
に
有
利
な
る
方
向
：へ
導
い 

て
ゆ
く
.。
其
れ
ぎ
同
時
に
人
間
は
、
彼
：の
勞
働
行
程
に.必
喪
な
る
勞
働
酸
象
：

(

原
：料
品y

理
的
領
域
か
ら
導
&
入
れ
る
こw

に
依
つ
て
"
次
第
に
其
の
地
理
的
生
活
環
境
の
自
然
的
倏
件
炉
ら
獨
立
す
る
^
至 

る
。
例
へ
て
云
へ
ば
、
原
始
的
侧
係
に
於
て
は
製
銅
業

.な
る

も
の
は
其
の
.た
め
の
自
然
的
條
件
，
詳
言
せ
ば
銅
や
燃 

料
や
：1

定
の
勞
働
器
具
0
存
在
し
て
房
る
所
に
於
て
の
み
形
成
せ
ら.れ
得
た
の
で
あ
る
，か
、
ょ
り
進
步
せ
る
發
達
階 

段
に
.於
..て
は
、
人
は
銅
や
石
炭
や
機
槭
を
他
の
場
所
か
ら
齎
し
得
る
か
ら
し
て
、
斯
の
如
き
產
業
は
其
の
た
め
の
自 

然
的
豫
備
倏
件
が
缺
け
て
居
る
所
に
於
て
も
亦
，同
棒
に
喚
起
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
確
に
斯
の
如
き
獨
立
は
或
る
程 

度
迄
常
に
可
能
で
あ
る
プ
人
は
今
や
自
然
的
環
撐
に
對
す
る
彼
の
從
屬
を
"
其
の
社
會
的
環
境
に
對
す
る
從
屬
の
增 

加
に
■
し
て
交
換
す
：る。
：
？
レ

' 

.

:
M
a
r
x

並

にE
n
g
e
l
s

は
"
生
瘅
方
法
が
地
理
的
範
圍
の
自
然
的
條
伸
か
ら
愈
々
益
々
獨
立
し
て
ゆ
く
事
を
反

®
 

說
明
し
て
居
る
>

例

べ

ば「

排
デ
ユ
ー
ジ
ン
グ
論」

に
於
て
次
の
如
く
記3
れ
て
居
る
。
 

|

お

遂

本

主

嘗

大
3:
業
は
酕
に
其
办
# :
料
生
產
地
0:
«
篇
故
»
限
炉
ら
相
鈥
的
に
：獨
立
じ.て
厨
る
。
織
物
エ
業
は
輸 

入
原
料
品
ば
依
り
て
其0
大
§

生
產
し
て
&

る
"
西
'班
牙
の
鐡
»
は
英
國
友
.び
獨
逸
ゆ
於
て
加
エ
せ
ら
れ> 
西
.班 

:

:

I
 
:

牙
友
，

S

棄
办
銅
鑛
ば
英
國
に
於
て
加

R

せ
&
れ
で
居
る
。
各
炭
田
は
其
れ
等
の
國
璨
を
超
え
て
年
々
增
大
す
る
遊 

• 

_ 

:

業
0
領
域
に
燃
料
を
供
給U
T
:居
る
。
：®:
羅
巴
全
沿
岸
に
於
け
る
蒸
汽
機
關
は
英
國0'
有
炭
所
々
で
は
獨
逸
及
び3
 

.

其
義
，の-石
炭
に
依
0
て
運
轉
さ
れ
：て
居
る
の
で
あ
る0
資
本
主
義
的
生
產
の
制
限
か
ら
解
放
さ
れ
る
社
會
^
ょ
り
以 

:

t
逾
か
：に
進
展
ず
る’こ
せ
が
出
來
る
？
其
の
社
會
は
、
蚤
產
業
的
往
產
の
科
學
的
«
礎
を
1!
解
す
る
所
の
、
且
つ
生 

,
ff
i
n
.ra
の
總
體
を
終
始
一
賞
其
の
圈
體
員
，に
依
つ
て
實
行
す
る
所
の
、
總
ゆ
る
方
面
：に
一
旦
つ
て
訓
練
あ
る
生
產
者
の 

.

圆
體
を
生
：み
出
ず
か
ら
？
從
づ
て
其
の
社
會
は"

§

に
遠
隞
.の

地

か

ら

得

ら

れ

：
る
：
原

料

又

は

燃

料

の

.蓮

_

勞

働

を
 

充
分
償
ふ
て
餘
&

あ
る
所
の
、
新
し
き
生
淹
力
を
作{
出
す
の
で
あ
る
o」 (

i
j
v又
日
：.く
、「

生
產
機
關
を
社
會
の
手 

に

擧

握

す

れ

ば

，

商

品

の

：
生

產

は

，全

.
<北
み
"
同
時
に
生
產
物
が
生
產
者
を.支
配
す
る
事
も
止
む
。a
#
的
生
產
の 

無
政
府
狀
態
は
無
く
なb
、
秧
底
整
然
た
る
組
織墓

る
-o
個
入
的
の
^
#
競
爭
は
佥
ぐ
消
減
す
る
茲
に
於
て
人 

間
が
始
め
て
遂
に
他
の
動
物
界
か
ら
明0-
に
區
別
せ
ら
れ
"
從
來
の
動
物
生
活
.か
ら
身
の
人
問
的
生
活
に
入
る
。
人 

間
を
倒
繞
し
て
、
從
來
人
：間
の
生
活?:
支
配
し
た
外
界
の
事
物
が
、
今
や
人
間
の
指
挪
統
御
の
下
に
來
へ
人
間
は 

• 

始
め
て
茲
に
自
己
の
社
畲
組
織
の
ま
人

w

な
從
つ
七
意
識
的
な
，る
眞
の
自
：然
界
の

'領
主
士
な
る
。
從
來
、
息
 

法
.ざ
间
じ
く
人
間
ミ
對
立
じ
で
人
間
を
腿
し
て
來
た
其
の
社
會
活
動
の
法
則
が
"
今
や
十
分
の
理
解
を
以
て
、
向

®

V:
'

使
役
さ
れ
る
事
に
な
る
。
從
來 
>

自
然
界
ど
歷
史
ビ
の
必
然
に
逾
ら
れ
て
生
じ
付
人
間
0
社
會
組
織
が
、
今
や
人 

間
の
自
由
活
動
の
結
果
き
な
る
。〕

從
來
"

歷
史
を
支
配
し
て
來
穴
.外
界
の
客
»

的

諸

：
勢

，
ヵ

が

"

今

や

人

間

掏

从

の

統

第

中

丸

卷(
1

0

八
七
'

自
然
的
地
现
的
瑗
撹
の
經
濟
學
的
考
察

 

笫
七
號 

一
©

a



第
十
九
卷(

一C

八
八

〕

-|-
:
|
然
亂
地
现
的
礙
檢
の
經
濟
學
的
考
察

 

第

七

號1

•
四
四 

御
の
下
に
來
る
。
只
だ
其
時
か
ら
供
後
、
人
間
が
段
々
意
識
的
に

.自
分
の
.脎
史
を
作
る
だ
ら
ラ
。
只
だ
其
時
が
ら
以 

後
"
人
間
が
仕
組
を
し
た
社
會
的
諸
.原
.因
が
、
大
體
に
於
て
、
そ
し
て
段
々
に
多
く
"
其
の
豫
定
の
結
果
を
掰
す
で 

あ
ら
ヶ
。
之
が
即
ち"
必
然
の
王
國
炉
ら
自
由
の
王
國
へ
の
"
人
間
の
向
上
で
あ
る
。

」O
i

四)

.

.

' 

V 

0
^
.
0 

^
 

w
. 

132 

以
下
を
參
照
せ 

6 れ
f:
し
。
彼
は
^

a
p
-I- 

於
て
は
也
鹿
方
法
と
找
術
的
鍅
羧
形
式
<
11
同
意
截
で
あ
5
ミ
解
し
、
而
し
て
自
ら
は
、
經
濟
は
之
れ
に
逾
州
さ
れ
れ
る
技
術
の
み
1
1ょ
つ
て
決 

.
し
\
左
布
せ
ら
る
>
も
の
で
な
い
^
い
ふ
琪
か
指
摘
し
ょ
ぅ
ミ
し
て
居
る
”

(

独 
ニ
.

〕
Hugan-BaTano^wsky; 

P 
尸
.p s..

00
.
 

* 

.

.(

独
三〕

S

&

&
 

 ̂̂

M
o
v 

■(

独
四)

ebe

ロda. s, 

3
0
6
.
哄
氏
驛
文
に
侬
る
。

y

 
ぐ

.
:■
.
十

:
.
.
.

.
斯 

<.て
；其
，の
經
濟
的
活
動
に
•於
て
人
類
は
自
猶
の«
肘
に
服
從
す
ヾ」

雖
も
9

其

の
K

從
た
る

や
遂
に
0
0
的
の
も 

:

の

で

‘
，は
な
い
。
實
に
人
銪5:
以

て

，
他

の

動

物

稱

.屬
マ」
峻
別
す
る
所
の
.根
本
的
特
提
は
'
自
然
的
環
境
が
ー
切
の
他
の 

生
物
を
形
作
る
に
反
し
，
人
間
は
：多
少
此
の
環
境
を
變
形
し
#t

/
J

 

.、
ふ
猶
に
存
す
る
。
人
類
が
斯
く
て
次
®
に
經 

濟
1

衆
を
支
况
す
る
に
承
る
は
、
知
識
の
普
及
、
技
術
の
進
步
及
び
科
學
の
歡
達
に
依
つ
て
南
然
カ
を
左
右
す
る 

を

#

る

が
故
で
あ
る
o

i

n

V

J
人
類
社
食
は̂

1
^
1
5
の
期
漭
.す
る
如
ぐ
、
彼
を
圍
繞
す
る
外
界
自
然
釵
完
全
に
指
撖 

統
率
し
>

齒
然
界
の
泜
者
ミ
な
る
の
，時
期
に
達
す
る
で
，あ
ら
5
か
。

,'
:
#

々
は
旣
に
人
間
の
木
斷
の
努
力
が
總
ゆ
る
方®
に
亘
つ
て
.自
然
を
征 ̂

例
へ
ば
土
地
を 

耕
耘
^
、
，肥
料
：を
M

t
，
珑
は
.粗
放
的
耕
作
よ
々
集
約
的
耕
作f
c移
る
事
に
依
つ
て
、
i

の
®
理

的

成

分
S
共
に
：

化
學
的
成
分
を
變
化
す
る
。
斯
く
て
瘠
地
荒
土
を
變
じ
て
豐
沃
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
又
人
工
に
依
る
動
植
物
の 

變
通
、
改
良
、
移
植
等
に
依
っ
て
如
何
に
其
れ
等
の
A

然
的
狀
態
を
變
化
す
る
に
至
る
か
ミ
い
ふ
事
は
前
段
屢
々
管 

昆
し
々
る
所
で
.あ
る
。
S
然
.の
狀
態
中
之
を
®
化
す
る
事
最
も
雛
事
ど
せ
ら
る
、
氣
候
す
ら
も
、
撤
林
、
灌
漑
等
の 

手
段
に
依
っ
て
多
少
の
緩
和
を
計
り
得
る
が
如
く
で
あ
る
。
就
中
扭
然
的
環
境
の
戀
化
に
向
つ
て
人
間
が
最
も
著
大

.
 

t
る
成
功
を
達
成
せ
る
は
、
疑
ひ
も
な
く
地
理
的
障
碍
を
S:
服
せ
る
の
點
に
在
る
。

S
e
l
i
g
m
a
n

に
侬
れ
ば
、
こ
は
述 

輸
交
i

の
方
，法
に
於
け
る
三®
の
改
良
發
達
に
ょ
っ
て
行
は
れ
て
居
る
。
日
く
、
貨
物
の
運
輸
、
動
力
の
輸
送
及
び 

a
想
の
交
換
が
之
で
あ
る::
0(principles 

of 

E
s
n
o
m
k
s
,

 

1
92
1
,
p. 

4
6
)。

狗
に
ほ
然
科
學
の
領
域
に
於
け
る
未
贫 

有
の
發
逮
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
栩
次
げ
る
技
術
上
’の
發
明
、
改
良
及
び
其
の.絕
大
な
る
成
功
、
近
世
產
業
に
適
用 

さ
れ
た
る
機
械
の
著
る
し
き
增
加' 
其
の
驚
く
可
き
機
能
等
は"
人
知
を
'以

て

無

限

に

_

然

カ

を

支

配

し

#
可

しVJ 

の
見
解
を
生
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
廣
火
無
邊
な
る

s
i

然
力
の
作
用
に
比
し
て
"
人
間
の
支
配
し
得
た
る 

所
果
し
て
幾
何
で
あ
ら
ぅ.か
。
此
の
事
は
、
例
へ
ば
人
類
が
、
未
だ
其
の.力
の
及
ば
ざ
る
廣
表»
十
數
H

M
平
方
哩 

の
土
地
？:
^
し
乍
ら
、
最
も
狹
险
な
る

M -
積
の
上
に
其
の
生
活
を
極
限
さ
れ
、
絕
ぇ
す
人
ロ
靖
»

の
£
£題
に
關
、̂
せ 

ざ
る
を
得
な
い
，
/

」

い
ふ
一
事
に
想
到
す
る
を
以
て
足
る
で
あ
ら
ぅ
。

人
類
は
.遂
に
外
界
向
然
：の
完
全
な
る
征
服
者
き
な
る
？
吾
人
は
今
や
空
想
に
..も
等
し
き
無
限
の
未
來
に

論

：及
す
る 

事
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。，

:A
類
は
畢
竟
自
然
の
一
部
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
又
自
然
の
大
秩
序
か
ら
逸
⑴
す
る
餅
は 

出
來
な
い
。
彼
は
自
然
を
紙
服
す
る
の
で
は̂く

て
自
然
に
適
應
‘し
向
然
に
調
和
ず
る
の
み
で
あ
，る
。
斯
ぐ
て
#
莧 

自
然
的
地
理
的
環
®
に
對
す
る
經
濟
學
的
考
察
は
、
人
類
が
其
の
欲
望
充
足
の
目
的
に
向
っ
て
如
何
な
る
方
.法
に
ょ 

第

十

九

卷(

}
〇
八
九)

:

但
然
的
：地
观
的
潰
境

0
經
濟
學
的
考
察 

f

彼

|

四
丑



笫

十

九

卷

(

1
0九
〇
> 

,
1-
1
然

的

地

现

的

_

境

の

經

濟

學

的

考

察

 

烙七號一四六

b
又
如
何
な
る
程
度
迄
m
然

ミ

.の

適

應

關

係

を

得

つ
、

あ
る
乎
を
探
求
し
、
又
將
來
の
人
類
社
會
の
：進
步
發
展
に
向

つ
て
如
何
に
し
て
此
の
適
應
關
係
を
擗
大
し
助
長
し
得
る
乎
ァ
如
何
に
し
て
益
々
之
れ
が
調
和
を
克
ち
得
可
き
乎
を

觀
察
せ
ん

V
J

す
る
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
.

(

完

)

(

附
記〕

本
文
は
倉
靡
の
H

U
執
锥
し
、
充
分
推
敲
の
暇
な
か
り
し
爲
め
、-

2

ら
不
滿
ビ
す
ろ
所
尠
少
打
か
6
す
。
さ
れ
ど
筆
源
は
其
の
硏
究
上
、
今 

後
姆
々
清
般
の
卯
翅
1:
論
及
す
«.
7
$
か
以
て
、
夫
等
の
機
#
1
1於
て
之
れ
が
朱
熱
4.
補
は
ん
珙
か
期
す
る
も
の
て
わ
ゐ
。
諛
蒋
賒
せ
ら
れ
ょ
。
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